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〔必修科目〕 

 

内科・循環器科  救急部門  地域医療 

 

〔選択必修科目〕 

 

外科  麻酔科 

 

〔選択科目〕 

 

内科・循環器科  外科  消化器科 

小児科  産婦人科  整形外科  麻酔科 

県立こども医療センター 

県立精神医療センター芹香病院 

県立がんセンター 

県立循環器呼吸器病センター 

神奈川リハビリテーション病院 

 



К ɵⱦ ᶅ  
 

Ⅰ  到 達 目 標  

（ 1） 初 期 診 療 の 基 本 的 臨 床 能 力 を 身 に つ け る 。  

ア  バ イ タ ル サ イ ン を 正 し く 把 握 し 、生 命 維 持 に 必 要 な 初 期 の 処 置 を 迅 速 か つ 的 確 に

行 う 。  

イ  初 期 診 療 に 必 要 な 最 小 限 の 情 報 収 集 が で き 、迅 速 か つ 的 確 に 検 査・治 療 計 画 を 立

て て 実 施 す る 。  

（ 2）患 者 を 身 体 的 だ け で な く 、心 理 的 、社 会 的 な 面 も 併 せ て 全 人 的 に 捉 え 、患 者 お よ び

家 族 と の 正 し い 人 間 関 係 を 確 立 す る 態 度 を 身 に つ け る 。  

（ 3） チ ー ム 医 療 の 上 で 、 他 の 医 師 お よ び 医 療 ス タ ッ フ と 協 調 す る 習 慣 を 身 に つ け る 。  

（ 4）他 科 あ る い は 上 級 医 に 委 ね る べ き 問 題 が あ れ ば 、必 要 な 情 報 を 添 え て 相 談 、転 送 す

る 時 期 を 判 断 す る 能 力 を 養 う 。  

（ 5） 慢 性 疾 患 の 健 康 管 理 上 の 要 点 を 把 握 し 、 社 会 復 帰 の 基 本 計 画 を 立 案 す る 。  

（ 6） 末 期 患 者 の 管 理 と 死 後 の 法 的 措 置 を 適 切 に 行 う 。  

（ 7） 全 て の 情 報 、 診 療 内 容 を 正 し く 記 録 す る 習 慣 を 身 に つ け る 。  

（ 8）患 者 お よ び 医 療 従 事 者 に と っ て 安 全 な 医 療 が 遂 行 で き 、安 全 管 理 の 方 策 を 身 に つ け 、

危 機 管 理 に 参 画 す る 。  

（ 9） 保 険 ・ 医 療 ・ 福 祉 の 各 方 面 の 役 割 を 習 熟 し 、 配 慮 し つ つ 診 療 計 画 を 作 成 す る 。  

(10） 医 療 の も つ 社 会 的 側 面 の 重 要 性 を 理 解 し 、 社 会 に 貢 献 す る 。  

(11） 常 に 次 に 起 こ り う る こ と を 予 想 し て 対 処 で き る よ う に す る 。  

(12） 常 に 多 角 的 に 物 事 を 捉 え 、 配 慮 で き る よ う に す る 。  

(13）常 に 最 新 の 医 療 情 報 に 精 通 で き る よ う 、生 涯 に わ た る 自 己 学 習 の 習 慣 を 身 に つ け る 。 

(14）患 者・家 族 と の 信 頼 関 係 を 構 築 し 、診 断・治 療 に 必 要 な 情 報 が 得 ら れ る よ う な 医 療

面 接 を 実 施 す る 。  

(15） チ ー ム 医 療 の 実 践 と 自 己 の 臨 床 能 力 向 上 に 不 可 欠 な 、 症 例 呈 示 と 意 見 交 換 を 行 う 。 

 

Ⅱ  経 験 目 標  

（ 1）病 態 の 正 確 な 把 握 が で き る よ う 、全 身 に わ た る 身 体 診 察 を 系 統 的 に 実 施 し 、記 載 す

る こ と が で き る 。  

（ 2）病 態 と 臨 床 経 過 を 把 握 し 、医 療 面 接 と 身 体 診 察 か ら 得 ら れ た 情 報 を も と に 必 要 な 検

査 を 自 ら 実 施 あ る い は 検 査 の 適 応 が 判 断 で き 、 結 果 の 解 釈 が で き る 。  

（ 3） 基 本 的 手 技 の 適 応 を 決 定 し 、 実 施 す る こ と が で き る 。  

（ 4） 基 本 的 治 療 法 の 適 応 を 決 定 し 、 適 切 に 実 施 す る こ と が で き る 。  

（ 5） チ ー ム 医 療 や 法 規 と の 関 連 で 重 要 な 医 療 記 録 を 適 切 に 作 成 し 管 理 で き る 。  

 

ア  経 験 す べ き 症 状 ・ 病 態 ・ 疾 患  

（ 症 状 ）  

 特 に 、 不 眠 、 浮 腫 、 頭 痛 、 眩 暈 、 胸 痛 、 動 悸 、 呼 吸 困 難 、 咳 、 痰 、 息 切 れ 、 嘔 気 、 嘔



吐 、腹 痛 、便 通 異 常（ 下 痢 、便 秘 ）、関 節 痛 、腰 痛 、四 肢 の し び れ 、血 尿 、排 尿 障 害（ 尿

失 禁・排 尿 困 難 ）、全 身 倦 怠 感 、食 欲 不 振 、体 重 減 尐 な い し 増 加 、黄 疸 、発 熱 、嚥 下 困 難 、

意 識 障 害 、 髄 膜 刺 激 症 状 、 痙 攣 、 言 語 ・ 構 音 障 害 、 歩 行 障 害 、 運 動 麻 痺 、 感 覚 障 害 、 自

律 神 経 障 害 、痴 呆 、出 血 斑 、出 血 傾 向 、リ ン パ 節 腫 脹 、肝 脾 腫 、胸 痛 、動 悸 、呼 吸 困 難 、

失 神 ・ 眼 前 暗 黒 感 、 チ ア ノ ー ゼ 、 間 欠 性 跛 行 な ど の 症 状 に 関 し て 自 ら 診 察 し 、 鑑 別 診 断

を 行 う こ と が で き る 。  

（ 緊 急 を 要 す る 症 状 ・ 病 態 ）  

 特 に 、 心 肺 停 止 、 シ ョ ッ ク 、 意 識 障 害 、 急 性 腎 不 全 、 脳 血 管 障 害 、 不 整 脈 、 急 性 心 不

全 、 急 性 冠 症 候 群 、 急 性 肺 梗 塞 、 急 性 腹 症 、 急 性 消 化 管 出 血 、 急 性 腹 腔 内 出 血 、 急 性 中

每 な ど の 病 態 に 関 し て は 初 期 治 療 に 参 加 す る こ と 。  

（ 経 験 が 求 め ら れ る 疾 患 ・ 病 態 ）  

 特 に 、腎 不 全（ 急 性 、慢 性 、透 析 ）、腎 疾 患 、食 道 ・胃・ 十 二 指 腸 疾 患 、小 腸・大 腸 疾

患 、肝 疾 患 、胆 道 系 疾 患 、膵 疾 患 、脳 血 管 障 害 、脳 浮 腫 、脳 腫 瘍 、糖 代 謝 異 常（ 糖 尿 病 、

糖 尿 病 合 併 症 、 低 血 糖 ）、 脂 質 代 謝 異 常 、 内 分 泌 疾 患 、 自 己 免 疫 疾 患 、 DIC、 血 液 疾 患 、

呼 吸 器 疾 患 、 感 染 症 、 心 不 全 、 高 血 圧 症 、 虚 血 性 心 疾 患 、 弁 膜 症 な ど に 関 し て は 入 院 患

者 を 受 け 持 ち 、 診 断 、 検 査 、 治 療 方 針 に つ い て 症 例 報 告 書 を 作 成 す る 。  

 

イ  特 定 の 医 療 現 場 の 経 験  

（ 救 急 医 療 ）  

 生 命 や 機 能 的 予 後 に 関 わ る 、 緊 急 を 要 す る 病 態 や 疾 病 に 対 し て 適 切 な 対 応 を す る こ と

が で き る 。 救 急 医 療 の 現 場 を 経 験 す る 。  

（ 緩 和 ・ 終 末 期 医 療 ）  

 緩 和 ・ 終 末 期 医 療 を 必 要 と す る 患 者 と そ の 家 族 に 対 し て 、 全 人 的 に 対 応 す る こ と が で

き る 。 臨 終 の 立 ち 会 い を 経 験 す る 。  

（ そ の 他 ）  

 当 院 の 特 徴 で あ る 病 診 連 携 ネ ッ ト ワ ー ク を 活 用 し 、 第 一 線 の 家 庭 医 と し て の 役 割 を 体

験 す る 。  

 

Ⅲ  行 動 目 標  

（ 1） 内 科 系 全 般  

ア  尿 の 一 般 検 査 （ 蛋 白 尿 、 血 尿 、 尿 沈 渣 ） を 行 い 、 結 果 の 意 義 を 解 釈 で き る 。  

イ  血 算 ・ 白 血 球 分 画 か ら 結 果 を 解 釈 で き る 。  

ウ  血 液 生 化 学 検 査 か ら 腎 機 能 、 水 ・ 電 解 質 の 異 常 を 指 摘 で き る 。  

エ  血 清 免 疫 学 的 検 査 を 適 切 に 指 示 し 異 常 を 指 摘 で き る 。  

オ  動 脈 採 血 に よ り 血 液 ガ ス 分 析 を 施 行 す る こ と が で き 、 結 果 を 解 釈 で き る 。  

カ  細 菌 学 的 検 査 ・ 薬 剤 感 受 性 検 査 の 適 応 が 判 断 で き 、 結 果 を 解 釈 で き る 。  

キ  便 検 査 か ら 結 果 を 解 釈 で き る 。  

ク  注 射 法 （ 皮 内 、 皮 下 、 筋 肉 、 点 滴 、 静 脈 確 保 、 中 心 静 脈 確 保 ） の 適 応 が 判 断で

き 、 そ の 合 併 症 を 熟 知 し 、 予 防 策 を 講 じ た う え で 安 全 か つ 確 実 に 実 施 で き る 。  

ケ  採 血 法 （ 静 脈 血 、 動 脈 血 ） の 適 応 が 判 断 で き 、 そ の 合 併 症 を 熟 知 し 、 予 防 策を



講 じ た う え で 安 全 か つ 確 実 に 実 施 で き る 。  

コ  呼 吸 管 理 （ 酸 素 吸 入 、 人 工 呼 吸 、 気 管 内 挿 管 ） の 適 応 が 判 断 で き 、 そ の 合 併症

を 熟 知 し 、 予 防 策 を 講 じ た う え で 安 全 か つ 確 実 に 実 施 で き る 。  

サ  経 管 栄 養 法 （ 胃 管 、 胃 瘻 等 ） の 適 応 が 判 断 で き 、 そ の 合 併 症 を 熟 知 し 、 予 防策

を 講 じ た う え で 安 全 か つ 確 実 に 実 施 で き る 。  

（ 2） 腎 疾 患  

ア  腎 機 能 検 査（ Ccr、尿 蛋 白・電 解 質 定 量 、尿 β 2m、尿 NAG、FENa、尿 濃 縮 能 ）を

指 示 し 、 成 績 を 解 釈 で き る 。  

イ  腎 臓・腎 血 管 系 の 画 像 検 査（ KUB、IVP、ECHO、CT、MRI、腎 血 管 撮 影 、ア イ ソ ト

ー プ 検 査 ） を 適 切 に 指 示 し 、 結 果 を 解 釈 で き る 。  

ウ  腎 生 検 の 意 義 と 適 応 を 理 解 し 、 腎 生 検 標 本 を 判 読 で き る 。  

エ  水 ・ 電 解 質 代 謝 の 基 本 理 論 、 輸 液 の 種 類 と 適 応 を 述 べ 、 輸 液 す る 薬 液 と そ の量

を 決 定 で き る 。  

オ  導 尿 を 安 全 か つ 確 実 に 行 え る 。 導 尿 に 関 連 す る 障 害 を 列 挙 し 、 そ の 予 防 策 を講

じ る こ と が で き る 。  

カ  持 続 的 導 尿 （ バ ル ー ン カ テ ー テ ル の 留 置 ） を 施 行 か つ 管 理 す る こ と が で き 、こ

れ を 中 止 す る 条 件 を 述 べ る こ と が で き る 。  

キ  緊 急 性 の あ る 高 Ｋ 血 症 に 対 す る 治 療 法 を 列 挙 で き 、 適 切 な 処 置 を 行 う こ と がで

き る 。  

ク  緊 急 透 析 が 必 要 な 患 者 の 病 態 を 列 挙 す る こ と が で き る 。  

ケ  下 記 の 治 療 法 の 理 論 的 背 景 と 禁 忌 を 理 解 し 、 そ の 副 作 用 、 合 併 症 を 熟 知 し たう

え で 、 こ れ に 適 切 に 対 応 す る こ と が で き る 。  

（ ｱ） 生 活 指 導 と 管 理 

（ ｲ） 食 事 療 法 ： 低 蛋 白 食 、 低 リ ン 食 、 減 塩 食 

（ ｳ） 薬 物 療 法 ： 降 圧 薬 、 利 尿 薬 、 副 腎 皮 質 ス テ ロ イ ド 薬 （ パ ル ス 療 法 を 含 む ）、 免

疫 抑 制 療 法（ パ ル ス 療 法 を 含 む ）、抗 凝 固 薬 、抗 血 小 板 薬 、腎 機 能 低 下 例 に 対 す

る 薬 物 動 態 理 論 。  

（ ｴ）血 液 浄 化 法：血 液 透 析 法 、腹 膜 透 析 法（CAPDを 含 む ）、血 漿 交 換 法 、血 液 吸 着

法  

（ 3） 消 化 器 疾 患  

ア  消 化 管・肝・胆・膵 の 画 像 検 査（ 腹 部 X- P、消 化 管 造 影 、胆 道 造 影 、膵 管 造 影 、

腹 部 血 管 造 影 、 腹 部 CT、 腹 部 MRI） を 適 切 に 指 示 で き 、 結 果 を 解 釈 で き る 。  

イ  内 視 鏡 検 査 を 適 切 に 指 示 で き 、 結 果 を 解 釈 で き る 。  

ウ  腹 腔 穿 刺 の 適 応 が 判 断 で き 、 そ の 合 併 症 を 熟 知 し 、 予 防 策 を 講 じ た う え で 安全

か つ 確 実 に 実 施 で き る 。  

エ  胃 管 の 適 応 が 判 断 で き 、 そ の 合 併 症 を 熟 知 し 、 予 防 策 を 講 じ た う え で 安 全 かつ

確 実 に 実 施 で き る 。  

オ  輸 血 （ 成 分 輸 血 を 含 む ） の 適 応 が 判 断 で き 、 そ の 合 併 症 を 熟 知 し 、 予 防 策 を講

じ た う え で 安 全 か つ 確 実 に 実 施 で き る 。  

カ  消 化 器 疾 患 な ど に 用 い ら れ る 薬 物 の 作 用 、 副 作 用 、 相 互 作 用 に つ い て 理 解 し、



適 応 を 決 定 し 、 適 切 に 治 療 が で き る 。  

（ 4） 神 経 疾 患  

ア  髄 液 検 査 の 適 応 が 判 断 で き 、 そ の 合 併 症 を 熟 知 し 、 予 防 策 を 講 じ た う え で 安全

か つ 確 実 に 実 施 で き る 。  

イ  末 梢 神 経 伝 導 速 度 検 査 を 適 切 に 指 示 し 、 結 果 を 解 釈 で き る 。  

ウ  頭 部 CT・ MRIを 適 切 に 指 示 し 、 結 果 を 解 釈 で き る 。  

エ  脳 波 検 査 を 適 切 に 指 示 し 、 結 果 を 解 釈 で き る 。  

オ  脳 血 管 撮 影 を 適 切 に 指 示 し 、 結 果 を 解 釈 で き る 。  

カ  神 経 疾 患 な ど に 用 い ら れ る 薬 物 の 作 用 、 副 作 用 、 相 互 作 用 に つ い て 理 解 し 、 適

応 を 決 定 し 、 適 切 に 治 療 が で き る 。  

（ 5） 代 謝 ・ 内 分 泌 疾 患  

ア  血 中 ホ ル モ ン 基 礎 値 測 定 を 適 切 に 指 示 し 、 結 果 を 解 釈 で き る 。  

イ  血 中 自 己 抗 体 測 定 を 適 切 に 指 示 し 、 結 果 を 解 釈 で き る 。  

ウ  経 口 ブ ド ウ 糖 負 荷 試 験 を 適 切 に 指 示 し 、 結 果 を 解 釈 で き る 。  

エ  尿 中 ホ ル モ ン 測 定 を 適 切 に 指 示 し 、 結 果 を 解 釈 で き る 。  

オ  下 垂 体 ・ 副 腎 負 荷 試 験 を 適 切 に 指 示 し 、 結 果 を 解 釈 で き る 。  

カ  画 像 診 断（ ECHO、CT、MRI、ア イ ソ ト ー プ ）を 適 切 に 指 示 し 、結 果 を 解 釈 で き る 。  

キ  食 事 ・ 運 動 療 法 の 理 解 と 適 応 を 決 定 し 、 指 導 で き る 。  

ク  経 口 血 糖 降 下 剤 、 イ ン ス リ ン 製 剤 の 種 類 ・ 薬 理 作 用 、 副 作 用 、 相 互 作 用 に つい

て 理 解 し 、 適 応 を 決 定 し 、 適 切 に 治 療 が で き る 。  

ケ  抗 高 脂 血 症 剤 の 薬 理 作 用 、 副 作 用 、 相 互 作 用 に つ い て 理 解 し 、 適 応 を 決 定 し、

適 切 に 治 療 が で き る 。  

コ  抗 甲 状 腺 ホ ル モ ン 剤 の 薬 理 作 用 、 副 作 用 、 相 互 作 用 に つ い て 理 解 し 、 適 応 を決

定 し 、 適 切 に 治 療 が で き る 。  

サ  ホ ル モ ン 補 充 療 法 の 作 用 、 副 作 用 、 相 互 作 用 に つ い て 理 解 し 、 適 応 を 決 定 し、

適 切 に 治 療 が で き る 。   

（ 6） リ ウ マ チ ・ 膠 原 病  

ア  血 清 免 疫 学 的 検 査 （ 各 種 自 己 抗 体 、 免 疫 グ ロ ブ リ ン 、 補 体 ） を 適 切 に 指 示 し、

結 果 を 解 釈 で き る 。イ  合 併 す る 臓 器 病 変 に 対 す る 画 像 検 査（ X- P、ECHO、CT、MRI、

ア イ ソ ト ー プ ） を 適 切 に 指 示 し 、 結 果 を 解 釈 で き る 。  

ウ  腎 生 検 、 皮 膚 生 検 、 筋 生 検 の 意 義 と 適 応 を 理 解 し 、 結 果 を 解 釈 で き る 。  

エ  下 記 の 治 療 法 の 理 論 的 背 景 と 禁 忌 を 理 解 し 、 そ の 副 作 用 、 合 併 症 を 熟 知 し たう

え で 、 こ れ に 適 切 に 対 応 す る こ と が で き る 。  

（ ｱ） 生 活 指 導 と 管 理 

  （ ｲ）非 ス テ ロ イ ド 抗 炎 症 薬（NSAID）、抗 リ ウ マ チ 薬 、免 疫 抑 制 薬 、副 腎 皮 質 ス テ ロ

イ ド 薬 （ パ ル ス 療 法 、 関 節 内 注 射 を 含 む ）、 抗 サ イ ト カ イ ン 療 法 、  

（ ｳ） リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 

（ ｴ） 人 工 関 節 置 換 術 の 適 応 と 管 理 

（ 7） 血 液 疾 患  

ア  末 梢 血 塗 抹 標 本 の 作 成 と 鏡 検 を 行 い 、 異 常 を 指 摘 で き る 。  



イ  骨 髄 穿 刺 を 安 全 に 施 行 で き 、 鏡 検 し 、 異 常 を 指 摘 で き る 。  

ウ  造 血 必 須 物 質 測 定 （ 鉄 、 UIBC、 フ ェ リ チ ン 、 VitB12、 葉 酸 ） を 指 示 し 、 結 果 を

解 釈 で き る 。  

エ  溶 血 に 関 す る 検 査 を 指 示 し 、 結 果 を 解 釈 で き る 。  

オ  血 漿 蛋 白 検 査 （ 蛋 白 分 画 、 免 疫 電 気 泳 動 ） を 指 示 し 、 結 果 を 解 釈 で き る 。  

カ  出 血 凝 固 系 検 査 （ 出 血 時 間 、 毛 細 血 管 抵 抗 試 験 、 血 小 板 機 能 検 査 、 凝 固 能 の検

査 、 各 凝 固 因 子 定 量 、 線 溶 活 性 の 測 定 、 凝 固 阻 止 因 子 の 測 定 ） を 指 示 し 、 結 果 を

解 釈 で き る 。  

キ  染 色 体 検 査 を 指 示 し 、 結 果 を 解 釈 で き る 。  

ク  リ ン パ 節 生 検 の 意 義 と 適 応 を 理 解 し 、 結 果 を 解 釈 で き る 。  

ケ  下 記 の 治 療 法 の 理 論 的 背 景 と 禁 忌 を 理 解 し 、 そ の 副 作 用 、 合 併 症 を 熟 知 し たう

え で こ れ に 適 切 に 対 応 す る こ と が で き る 。  

  （ ｱ） 食 事 療 法 ： 鉄 ・ 葉 酸 ・VitB12 欠 乏  

  （ ｲ）薬 物 療 法： 鉄 剤 、葉 酸 、VitB12、ア ン ド ロ ゲ ン 、免 疫 抑 制 療 法 、造 血 因 子 、抗

腫 瘍 薬 な ど  

  （ ｳ）輸 血（ 成 分 輸 血 を 含 む ）の 適 応 が 判 断 で き 、そ の 合 併 症 を 熟 知 し 、予 防 策 を 講

じ た う え で 安 全 か つ 確 実 に 実 施 で き る 。  

（ 8） 呼 吸 器 疾 患  

ア  肺 機 能 検 査 の 適 切 な 指 示 が で き 、 結 果 を 解 釈 で き る 。   

イ  6 分 間 歩 行 試 験 に よ る 運 動 時 酸 素 飽 和 度 低 下 の 評 価 が で き る 。  

ウ  睡 眠 時 酸 素 飽 和 度 低 下 の 評 価 が で き る 。  

エ  胸 部 画 像 検 査 （ X- P、 CT、 MRI、 ア イ ソ ト ー プ ） を 適 切 に 指 示 し 、 結 果 を 解 釈 で

き る 。  

オ  胸 水 穿 刺 の 適 応 が 判 断 で き 、 そ の 合 併 症 を 熟 知 し 、 予 防 策 を 講 じ た う え で 安全

か つ 確 実 に 実 施 で き る 。  

カ  胸 腔 内 カ テ ー テ ル 留 置 （ ト ロ ッ カ ー 等 ） の 適 応 が 判 断 で き 、 そ の 合 併 症 を 熟知

し 、 予 防 策 を 講 じ た う え で 安 全 か つ 確 実 に 実 施 で き る 。  

キ  気 管 支 鏡 検 査 の 適 切 な 指 示 が で き 、 結 果 を 判 断 で き る 。  

ク  正 し い 酸 素 投 与 （ 微 量 酸 素 投 与 等 ） の 指 示 が で き る 。  

ケ  気 管 内 挿 管 の 適 応 を 判 断 し 、 安 全 か つ 確 実 に 挿 管 を 実 施 で き る 。  

コ  用 手 人 工 呼 吸 が で き る 。  

サ  人 工 呼 吸 器 の 設 定 が で き る 。  

シ  非 侵 襲 的 陽 圧 換 気 量 法（ NIPPV）の 適 応 が 判 断 で き 、安 全 か つ 確 実 に 実 施 で き る 。  

ス  気 管 切 開 の 適 応 を 述 べ る こ と が で き る 。  

セ  在 宅 酸 素 療 法 の 適 応 を 理 解 し 、 導 入 す る こ と が で き る 。  

（ 9） 感 染 症  

ア  各 感 染 部 位 別 に 起 炎 菌 （ ウ ィ ル ス を 含 む ） の 頻 度 を 述 べ る こ と が で き る 。  

イ  起 炎 菌 同 定 の た め の 適 切 な 材 料 採 取 法 、 検 査 法 を 指 示 で き る 。   

ウ  薬 剤 感 受 性 検 査 の 意 義 を 理 解 し 、 結 果 を 解 釈 で き る 。  

エ  抗 生 物 質 の 薬 理 作 用 、 副 作 用 、 相 互 作 用 に つ い て 理 解 し 、 適 応 を 決 定 し 、 適切



に 治 療 が で き る 。  

オ  院 内 感 染 、 日 和 見 感 染 、 菌 交 代 現 象 、 Immunocompromised hodtの 概 念 の 理 解 が

で き る 。  

(10） 循 環 器 疾 患  

ア  胸 部 X- P を 読 影 す る こ と が で き る 。  

イ  12 誘 導 心 電 図 を 正 確 に 記 録 し 、 判 読 す る こ と が で き る 。  

ウ  以 下 の 循 環 器 領 域 の 検 査 に つ い て 原 理 、 適 応 、 合 併 症 お よ び 禁 忌 に つ い て 説明

す る こ と が で き る 。 ま た 、 そ の 結 果 に つ い て 解 釈 で き る 。  

  （ ｱ） X 線 診 断 ： 心 血 管 造 影 、 CTA、 MRA 

  （ ｲ） 心 電 図 ： 心 電 図 、 ホ ル タ ー 心 電 図 、 負 荷 心 電 図 

  （ ｳ） 心 臓 超 音 波 検 査 

  （ ｴ）Swan- Ganzカ テ ー テ ル 検 査  

  （ ｵ） 心 臓 核 医 学 検 査  

（ ｶ） 24 時 間 血 圧 測 定  

  （ ｷ） 眼 底 検 査  

  （ ｸ） 腎 機 能 検 査  

  （ ｹ） 循 環 動 態 に 関 わ る 各 種 ホ ル モ ン ・ ペ プ チ ド 等 の 測 定 

エ  下 記 の 治 療 法 の 理 論 的 背 景 と 禁 忌 を 理 解 し 、 そ の 副 作 用 、 合 併 症 を 熟 知 し たう

え で こ れ に 適 切 に 対 応 す る こ と が で き る 。  

（ ｱ） 食 事 ・ 運 動 ・ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 療 法 

（ ｲ）薬 剤：強 心 薬、利 尿 薬、抗 不 整 脈 薬、血 管 拡 張 薬、降 圧 薬、昇 圧 薬、自 律 神 経

薬 、 抗 凝 固 薬 、 抗 血 小 板 薬 、 血 栓 溶 解 薬 、 脂 質 代 謝 改 善 薬 、 血 糖 改 善 薬 、 抗 生

物 質  

（ ｳ）侵 襲 的 治 療：心 膜 穿 刺 術 、ペ ー ス メ ー カ ー 挿 入 術 、経 皮 的 大 動 脈 バ ル ー ン パ ン

ピ ン グ 、 経 皮 経 管 冠 動 脈 （ 血 管 ） 形 成 術 、 バ ル ー ン 弁 形 成 術 、  

    カ テ ー テ ル ア ブ レ ー シ ョ ン 、 直 流 除 細 動 器 、 植 え 込 み 型 除 細 動 器 、 心 臓 手 術 ：

冠 動 脈 バ イ パ ス 術 、 弁 形 成 術 、 弁 置 換 術 、 大 動 脈 グ ラ フ ト 術  

 

Ⅳ  当 院 内 科 ・ 循 環 器 科 研 修 の 基 本 姿 勢 と 研 修 の 特 徴  

 教 育 の 基 本 姿 勢 は “ 十 分 な 討 論 （ コ ・ メ デ ィ カ ル ス タ ッ フ を ま じ え て ） に 立 脚 し た 医

療 ”、“ teaching よ り learning を 基 盤 と し た 研 修 ”、“ 教 科 書 、論 文 、か ら 得 ら れ た evidence

を 理 解 し た う え で の 診 療 計 画 の 立 案 ” で あ る 。  

 

Ⅴ  研 修 実 践 の 特 徴 と し て  

（ 1） あ ら ゆ る 臨 床 場 面 に お い て の 標 準 的 primary care を 実 践 で き る こ と 。  

（ 2）腎 疾 患（ 糖 尿 病 性 腎 症 、高 血 圧 性 腎 障 害 を 含 む ）の 診 断 、治 療（ 血 液 浄 化 療 法 を 含

む ）、 在 宅 治 療 を 経 験 で き る こ と 。  

（ 3） 循 環 器 疾 患 に つ い て の 診 断 、 治 療 に つ い て ひ ろ く 実 践 で き る こ と 。  

（ 4）在 宅 医 療：CAPD、在 宅 血 液 透 析 、HOT、PEG、IVH 患 者 の 家 庭 訪 問 を 体 験 で き る こ と 。  

（ 5）他 科 医 師 と の 十 分 な communication が 得 ら れ 、将 来 の 臨 床 科 目 の 選 択 に 役 立 て る こ



と が で き る こ と 。  

 

Ⅵ  概 要  

  日 本 内 科 学 会 認 定 医 制 度 教 育 関 連 病 院  

  日 本 腎 臓 学 会 認 定 研 修 施 設  

  日 本 透 析 医 学 会 教 育 関 連 施 設  

  循 環 器 専 門 医 研 修 関 連 施 設  
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Ⅰ  一 般 目 標 （ GIO）  

（ 1） 診 療 に 必 要 な 、 基 本 的 知 識 ・ 技 能 ・ 態 度 を 身 に つ け る 。  

（ 2） チ ー ム 医 療 に お い て 、 他 の 医 療 メ ン バ ー と 協 調 ・ 協 力 す る 習 慣 を 身 に つ け る 。  

（ 3）患 者 お よ び そ の 家 族 と の よ り 良 い 人 間 関 係 を 確 立 し よ う と 努 め る 態 度 を 身 に つ け る 。 

（ 4） 臨 床 を 通 じ て 、 思 考 力 ・ 判 断 力 お よ び 創 造 力 を 養 う 態 度 を 身 に つ け る 。  

 

Ⅱ  行 動 目 標 （ SBO）  

（ 1） 診 察  

  ア  患 者 と の 接 触 が で き 、 問 診 を 適 切 に 行 う こ と が で き る 。  

  イ  全 身 の 診 察 が 要 領 よ く で き る 。  

（ 2） 検 査  

  ア  胸 腹 部 単 純 エ ッ ク ス 線 撮 影 の 適 応 を 知 り 、 指 示 お よ び 読 影 が で き る 。  

  イ  各 種 造 影 法 を 理 解 し 、 指 示 す る こ と が で き る 。  

  ウ  超 音 波 検 査 、CT検 査 、MR検 査 、ア イ ソ ト ー プ 検 査 等 の 必 要 性 を 判 断 し 、指 示 す

る こ と が で き る 。  

  エ  各 種 内 視 鏡 検 査 の 適 応 が 判 断 で き 、 指 示 す る こ と が で き る 。  

オ  体 腔 穿 刺 の 適 用 が 判 断 で き る 。  

カ  動 脈 血 採 血 が 実 施 で き る 。  

キ  細 胞 ・ 病 理 学 的 検 査 法 の 意 義 を 理 解 し 、 体 表 お よ び リ ン パ 節 の 生 検 が で き る 。  

（ 3） 診 断  

  ア  気 胸 、 イ レ ウ ス の 分 類 を 理 解 し 、 そ の 診 断 が で き る 。  

  イ  急 性 腹 膜 炎 の 聴 打 触 診 を 行 い 、 筋 性 防 御 の 所 見 を と る こ と が で き る 。  

  ウ  消 化 管 出 血 の 種 類 を 理 解 し 、 そ の 診 断 が で き る 。  

  エ  シ ョ ッ ク の 分 類 お よ び 病 態 を 理 解 し 、 バ イ タ ル サ イ ン を チ ェ ッ ク で き る 。  

（ 4） 滅 菌 ・ 消 每 法 ・ 手 術  

ア  手 術 や 創 傷 治 療 な ど の 無 菌 的 処 置 の 際 に 用 い る 器 具 や 諸 材 料 の 滅 菌 法 を 述 べ る

こ と が で き る 。  

イ  滅 菌 手 術 着 や 手 袋 を 正 し く 着 用 （ ガ ウ ン テ ク ニ ッ ク 一 般 ） が で き 、 手 指 の 消 每

を 正 し く 行 う こ と が で き る 。  

ウ  手 術 野 の 術 前 処 置 、 消 每 を 正 し く 行 う こ と が で き る 。  

エ  手 術 に 参 加 し 、 術 者 や 助 手 の 手 助 け が で き る 。  

オ  輸 血 一 般 に つ い て 正 し く 理 解 し 、実 施 で き る 。血 液 型 の 判 定 を 行 う こ と が で き 、

交 差 適 合 試 験 の 意 義 を 理 解 し 実 施 で き る 。  

カ  不 適 合 輸 血 に つ い て 理 解 し 、 そ の 回 避 法 ・ 対 策 を 指 示 す る こ と が で き る 。  

キ  局 所 麻 酔 法 お よ び 局 所 麻 酔 薬 の 種 類 を 理 解 し て い て 、副 作 用 、合 併 症 を 診 断 し 、

そ の 対 策 を 述 べ る こ と が で き る 。  



（ 5） 術 後 処 置 ・ 救 急 対 処 法  

  ア  手 術 後 の 患 者 の バ イ タ ル サ イ ン （ 意 識 ・ 血 圧 ・ 脈 拍 ・ 呼 吸 ・ 体 温 ） を 正 し く 把

握 し 、 病 態 に 応 じ た 処 置 を 行 う こ と が で き る 。  

  イ  手 術 後 の 患 者 の 創 傷 処 置 を 正 し く 行 う こ と が で き る 。  

  ウ  救 急 患 者 の 病 歴 収 集 を 正 し く 行 う こ と が で き る 。  

  エ  蘇 生 法 を 正 し く 理 解 し 、 人 工 呼 吸 と 心 マ ッ サ ー ジ （ 閉 胸 式 ） を 実 施 で き る 。  

  オ  気 管 切 開 の 適 応 を 理 解 し 、 術 者 の 助 手 を 行 う こ と が で き る 。  

  カ  徐 細 動 の 適 応 を 理 解 し 、 実 施 す る こ と が で き る 。  

  キ  蘇 生 に 関 す る 薬 剤 に つ い て 説 明 で き る 。  

  ク  中 心 静 脈 圧 の 意 義 を 理 解 し 、 カ テ ー テ ル 刺 入 に 際 し て の 合 併 症 を 説 明 で き る 。  

  ケ  各 種 止 血 法 を 理 解 し 、 体 表 に お け る も の に つ い て は 実 施 で き る 。  

（ 6） 一 般 臨 床  

  ア  切 開 ・ 排 膿 ・ ド レ ナ ー ジ ・ 縫 合 法 に つ い て 説 明 で き る 。  

  イ  包 帯 法 を 理 解 し 、 実 施 で き る 。  

  ウ  各 種 注 射 を 適 切 に 実 施 で き る 。  

 

Ⅲ  プ ロ グ ラ ム  

 外 科 病 棟 （ 定 床 35 床 ）、 手 術 室 、 小 児 病 棟 、 急 患 室 等 に お い て 指 導 医 の 下 に 研 修 を 行

う 。 術 前 ・ 術 後 の 管 理 に 参 加 し 、 周 術 期 の 検 査 を 指 導 医 と と も に 行 い 、 手 術 の 助 手 と し

て 外 科 手 術 の 見 学 を 行 う 。  

 

ΐ 1 Ὸ ῷ⁭• 2 Ὸ ῖ 

Ⅰ  一 般 目 標 （ GIO）  

（ 1） 診 療 に 必 要 な 、 基 本 的 知 識 ・ 技 能 ・ 態 度 を 身 に つ け る 。  

（ 2） チ ー ム 医 療 に お い て 、 他 の 医 療 メ ン バ ー と 協 調 ・ 協 力 す る 習 慣 を 身 に つ け る 。  

（ 3）患 者 お よ び そ の 家 族 と の よ り 良 い 人 間 関 係 を 確 立 し よ う と 努 め る 態 度 を 身 に つ け る 。 

（ 4） 臨 床 を 通 じ て 、 思 考 力 ・ 判 断 力 お よ び 創 造 力 を 養 う 態 度 を 身 に つ け る 。  

 

Ⅱ  行 動 目 標 （ SBO）  

（ 1） 診 察  

  ア  患 者 と の 接 触 が で き 、 問 診 を 適 切 に 行 う こ と が で き る 。  

  イ  全 身 の 診 察 が 要 領 よ く で き る 。  

（ ｱ）リ ン パ 節 、腹 部 腫 瘤 、各 種 腫 瘤 の 触 知 、 肝 脾 腫 の 触 知 、ヘ ル ニ ア 門 の 触 知 、直

腸 診 、 腸 雑 音 の 聴 取 が で き 、 そ の 所 見 を 記 載 で き る 。  

（ ｲ） 外 傷 に よ る 創 を 観 察 し 、 各 種 出 血 、 神 経 ・ 筋 損 傷 、 骨 折 、 脱 臼 、 捻 挫 を 鑑 別 す

る こ と が で き る 。  

（ 2） 検 査  

  ア  胸 腹 部 単 純 エ ッ ク ス 線 撮 影 の 適 応 を 知 り 、 指 示 お よ び 読 影 が で き る 。  

  イ  各 種 造 影 法 を 理 解 し 、 指 示 す る こ と が で き る 。  

  ウ  超 音 波 検 査 、CT検 査 、MR検 査 、ア イ ソ ト ー プ 検 査 等 の 必 要 性 を 判 断 し 、指 示 す



る こ と が で き る 。  

  エ  各 種 内 視 鏡 検 査 の 適 応 が 判 断 で き 、 指 示 す る こ と が で き る 。  

オ  体 腔 穿 刺 の 適 用 が 判 断 で き 、 実 施 す る こ と が で き る 。  

カ  動 脈 血 採 血 が 実 施 で き 、 指 示 す る こ と が で き る 。  

キ  細 胞 ・ 病 理 学 的 検 査 法 の 意 義 を 理 解 し 、 実 施 す る こ と が で き る 。  

（ 3） 診 断  

  ア  各 種 画 像 お よ び 身 体 所 見 よ り 、 量 的 ・ 質 的 な 診 断 を す る こ と が で き る 。  

  イ  血 気 胸 、 イ レ ウ ス の 分 類 を 理 解 し 、 そ の 診 断 が で き る 。  

  ウ  急 性 腹 膜 炎 の 聴 打 触 診 を 行 い 、筋 性 防 御 や Blumberg徴 候 な ど の 所 見 を 正 し く と

る こ と が で き る 。  

  エ  消 化 管 出 血 の 種 類 を 理 解 し 、 そ の 部 位 ・ 程 度 を 診 断 す る こ と が で き る 。  

  オ  シ ョ ッ ク の 分 類 お よ び 病 態 を 理 解 し 、 そ れ を 診 断 す る こ と が で き る 。  

（ 4） 滅 菌 ・ 消 每 法 ・ 手 術  

ア  手 術 や 創 傷 治 療 な ど の 無 菌 的 処 置 の 際 に 用 い る 器 具 や 諸 材 料 の 滅 菌 法 を 述 べ る

こ と が で き る 。  

イ  滅 菌 手 術 着 や 手 袋 を 正 し く 着 用 （ ガ ウ ン テ ク ニ ッ ク 一 般 ） が で き 、 手 指 の 消 每

を 正 し く 行 う こ と が で き る 。  

ウ  手 術 野 の 術 前 処 置 、 消 每 を 正 し く 行 う こ と が で き る 。  

エ  手 術 に 参 加 し 、 術 者 や 助 手 の 手 助 け が で き る 。  

オ  輸 血 一 般 に つ い て 正 し く 理 解 し 、実 施 で き る 。血 液 型 の 判 定 を 行 う こ と が で き 、

交 差 適 合 試 験 の 意 義 を 理 解 し 実 施 で き る 。  

カ  不 適 合 輸 血 に つ い て 理 解 し 、 そ の 回 避 法 ・ 対 策 を 指 示 す る こ と が で き る 。  

キ  局 所 麻 酔 法 お よ び 局 所 麻 酔 薬 の 種 類 を 理 解 し て い て 、副 作 用 、合 併 症 を 診 断 し 、

そ の 対 策 を 述 べ る こ と が で き る 。  

（ 5） 術 後 処 置 ・ 救 急 対 処 法  

  ア  手 術 後 の 患 者 の バ イ タ ル サ イ ン （ 意 識 ・ 血 圧 ・ 脈 拍 ・ 呼 吸 ・ 体 温 ） を 正 し く 把

握 し 、 病 態 に 応 じ た 処 置 を 行 う こ と が で き る 。  

  イ  手 術 後 の 患 者 の 創 傷 処 置 を 正 し く 行 う こ と が で き る 。  

  ウ  救 急 患 者 の 病 歴 収 集 を 正 し く 行 う こ と が で き る 。  

  エ  蘇 生 法 を 正 し く 理 解 し 、 人 工 呼 吸 と 心 マ ッ サ ー ジ （ 閉 胸 式 ） を 実 施 で き る 。  

  オ  気 管 切 開 の 適 応 を 理 解 し 、 術 者 の 助 手 を 行 う こ と が で き る 。  

  カ  徐 細 動 の 適 応 を 理 解 し 、 実 施 す る こ と が で き る 。  

  キ  蘇 生 に 関 す る 薬 剤 に つ い て 説 明 で き る 。  

  ク  中 心 静 脈 圧 の 意 義 を 理 解 し 、 カ テ ー テ ル 刺 入 に 際 し て の 合 併 症 を 理 解 し 、 実 施

す る こ と が で き る 。  

  ケ  各 種 止 血 法 を 理 解 し 、 体 表 に お け る も の に つ い て は 実 施 で き る 。  

（ 6） 一 般 臨 床  

  ア  L 切 開 ・ 排 膿 ・ ド レ ナ ー ジ ・ 縫 合 法 に つ い て 説 明 で き る 。  

  イ  包 帯 法 を 理 解 し 、 実 施 で き る 。  

  ウ  各 種 注 射 を 適 切 に 実 施 で き る 。  



Ⅲ  プ ロ グ ラ ム  

 外 科 病 棟 （ 定 床 35 床 ）、 手 術 室 、 小 児 病 棟 、 急 患 室 等 に お い て 指 導 医 の 下 に 研 修 を 行

う 。 術 前 ・ 術 後 の 管 理 に 参 加 し 、 周 術 期 の 検 査 を 指 導 医 と と も に 行 い 、 手 術 の 助 手 と し

て 外 科 手 術 の 見 学 を 行 う 。 外 来 プ ロ ー ベ 等 を 指 導 医 の 指 導 の 下 、 術 者 と し て 経 験 す る 。  
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Ⅰ  一 般 目 標 （ GIO）  

（ 1） 診 療 に 必 要 な 、 基 本 的 知 識 ・ 技 能 ・ 態 度 を 身 に つ け る 。  

（ 2） チ ー ム 医 療 に お い て 、 他 の 医 療 メ ン バ ー と 協 調 ・ 協 力 す る 習 慣 を 身 に つ け る 。  

（ 3）患 者 お よ び そ の 家 族 と の よ り 良 い 人 間 関 係 を 確 立 し よ う と 努 め る 態 度 を 身 に つ け る 。 

（ 4） 臨 床 を 通 じ て 、 思 考 力 ・ 判 断 力 お よ び 創 造 力 を 養 う 態 度 を 身 に つ け る 。  

 

Ⅱ  行 動 目 標 （ SBO）  

（ 1） 診 察 法  

  ア  患 者 と の 接 触 を 適 正 に 行 う こ と が で き る 。  

  イ  全 身 の 診 察 を 正 確 に 、 か つ 要 領 よ く 行 う こ と で き る 。  

（ ｱ）リ ン パ 節 触 知 、脾 腫 、肝 腫 大 触 知 、腹 部 腫 瘤 、筋 性 防 御 触 知 、直 腸 触 診 法 、ヘ

ル ニ ア 門 触 知 ・ 握 雪 感 触 知 、 乳 腺 腫 瘤 、 甲 状 腺 腫 、 異 常 腸 雑 音 聴 取 が 正 確 に で

き 、 そ の 所 見 を 記 載 で き る 。  

  （ ｲ）外 傷 に よ る 創 を 観 察 し 、記 載 で き 、動 脈 性 出 血 、静 脈 性 出 血 、神 経 損 傷 、筋 損

傷 、 筋 膜 損 傷 を 判 断 す る こ と が で き る 。 骨 折 、 脱 臼 、 捻 挫 の 診 断 が で き 、 そ の

応 急 処 置 が で き る 。  

（ 2） 外 科 臨 床 検 査 法 、 エ ッ ク ス 線 診 断 法  

  ア  胸 腹 部 単 純 エ ッ ク ス 線 撮 影 を 指 示 で き（ 適 応 ）、そ れ ら の 写 真 を 読 影 し 判 断 す る

こ と が で き る 。  

  イ  超 音 波 診 断 法 を 理 解 で き 、 実 施 で き る 。  

  ウ  消 化 管 、呼 吸 器 の 造 影 法（ 血 管 造 影 を 含 む ）お よ び CTに よ る エ ッ ク ス 線 像 の 異

常 を 指 摘 で き る 。  

  エ  各 種 核 医 学 検 査 （ ア イ ソ ト ー プ 診 断 ） の 必 要 性 を 判 断 で き 、 指 示 で き る 。 さ ら

に 異 常 所 見 を 指 摘 で き 、 鑑 別 診 断 が で き る 。  

オ  体 腔 （ 胸 腔 、 腹 腔 、 心 膜 腔 ） 穿 刺 の 適 用 が 判 断 で き 、 体 腔 液 を 採 取 し 、 正 し く

検 体 を 提 出 す る こ と が で き る 。  

カ  血 液 培 養 の 適 応 が 判 断 で き 、 正 し く 採 血 し 、 培 養 を 行 う こ と が で き る 。  

キ  体 表 お よ び 皮 下 腫 瘤 病 変 に 対 す る 試 験 切 除 の 適 応 が 判 断 で き 、 実 際 に 行 う こ と

が で き る 。  

ク  術 中 迅 速 切 片 診 断 法 の 適 応 が 判 断 で き 、 指 示 す る こ と が で き る 。  

ケ  消 化 管 ・ 呼 吸 器 、 胆 道 に 関 す る 内 視 鏡 検 査 の 適 応 が 判 断 で き 、 実 施 ・ 読 影 す る

こ と が で き る 。  

（ 3） 滅 菌 ・ 消 每 法 ・ 手 術  

ア  手 術 ・ 観 血 的 検 査 ・ 創 傷 の 治 療 な ど 無 菌 的 処 置 の 際 に 用 い る 器 具 や 諸 材 料 の 滅



菌 法 を 述 べ る こ と が で き る 。  

イ  滅 菌 手 術 着 や 手 袋 を 正 し く 着 用 （ ガ ウ ン テ ク ニ ッ ク 一 般 ） が で き 、 手 指 の 消 每

を 正 し く 行 う こ と が で き る 。  

ウ  手 術 野 の 術 前 処 置 、 消 每 を 正 し く 行 う こ と が で き る 。  

エ  手 術 に 際 し 、 麻 酔 医 、 ナ ー ス 、 他 の コ メ デ ィ カ ル ス タ ッ フ と の 協 調 性 を と る こ

と が で き る 。  

オ  輸 血 一 般 に つ い て 正 し く 理 解 し 、実 施 で き る 。血 液 型 の 判 定 を 行 う こ と が で き 、

交 差 適 合 試 験 の 意 義 を 理 解 し 実 施 で き る 。  

カ  不 適 合 輸 血 に つ い て 理 解 し 、 そ の 回 避 法 ・ 対 策 を 指 示 す る こ と が で き る 。  

キ  局 所 麻 酔 法 お よ び 局 所 麻 酔 薬 の 種 類 を 理 解 し て い て 、副 作 用 、合 併 症 を 診 断 し 、

そ の 対 策 を 述 べ る こ と が で き る 。  

ク  腰 麻 シ ョ ッ ク に つ い て 理 解 し 、 そ の 早 期 診 断 、 対 策 を 述 べ る こ と が で き る 。  

（ 4） 救 急 対 処 法  

  ア  バ イ タ ル サ イ ン （ 意 識 ・ 血 圧 ・ 脈 拍 ・ 呼 吸 ・ 体 温 ） を 正 し く 迅 速 に チ ェ ッ ク で

き る 。  

  イ  救 急 患 者 の 病 歴 収 集 を 正 し く 行 う こ と が で き る 。  

  ウ  心 停 止 を 正 し く 診 断 で き る 。  

  エ  蘇 生 法 を 正 し く 理 解 し 、 人 工 呼 吸 と 心 マ ッ サ ー ジ （ 閉 胸 式 ・ 開 胸 式 ） 適 切 に 実

施 で き る 。 ま た 、 そ の 合 併 症 を 述 べ る こ と が で き る 。  

  オ  気 管 切 開 の 適 応 を 理 解 で き 、 実 施 で き る 。  

  カ  レ ス ピ レ ー タ ー を 装 着 し 、 調 節 で き る 。  

  キ  徐 細 動 の 適 応 を 理 解 し 、 実 施 で き る 。  

  ク  蘇 生 に 関 す る 薬 剤 に つ い て 理 解 し 、 そ の 選 択 が 適 正 に で き る 。  

  ケ  中 心 静 脈 圧 の 意 義 を 理 解 し 、 そ の 測 定 が で き る 。  

  コ  中 心 静 脈 カ テ ー テ ル を 迅 速 に 入 れ る こ と が で き 、 そ の 合 併 症 を 説 明 で き る 。  

  サ  静 脈 切 開 を 適 切 に 行 う こ と が で き る 。  

  シ  各 種 止 血 法 の 原 則 を 説 明 で き る 。  

  ス  救 急 疾 患 の 救 急 対 策 を 行 い つ つ 、病 態 の 推 移 を 把 握 し 、そ の 経 過 を 判 断 で き る 。  

  セ  緊 急 開 胸 ・ 緊 急 開 腹 の 適 応 を 述 べ る こ と が で き る 。  

  ソ  緊 急 手 術 の 術 前 検 査 お よ び 処 置 に 関 し て 指 示 す る こ と が で き る 。  

  タ  外 因 死 、原 因 不 明 の 死 亡 、来 院 24 時 間 以 内 の 死 亡 例 に 対 す る 行 政 お よ び 司 法 処

置 に つ い て 述 べ る こ と が で き る 。  

（ 5） 一 般 外 科 臨 床 と 手 技  

  ア  手 術 機 器 お よ び 縫 合 糸 に つ い て 機 能 、 使 用 法 を 理 解 し 、 操 作 で き る 。  

  イ  切 開 ・ 排 膿 ・ ド レ ナ ー ジ ・ 縫 合 法 に つ い て 説 明 で き る 。 抜 糸 の 原 則 を 知 り 、 実

施 で き る 。  

  ウ  虫 垂 切 除 術 、 ヘ ル ニ ア 修 復 術 、 痔 核 根 治 術 の 執 刀 を 行 う こ と が で き る 。  

  エ  各 種 注 射 を 理 解 し 、 実 施 で き る 。  

  オ  包 帯 法 を 理 解 し 、 実 施 で き る 。  

  カ  基 本 的 手 術 手 技 と し て 、 開 胸 術 、 開 腹 術 を 行 う こ と が で き る 。  



  キ  剖 検 に 立 ち 会 い 、 所 見 を 正 確 に 記 載 す る こ と が で き る 。  

  ク  研 究 会 、 学 会 で の 症 例 報 告 を 適 切 に 行 う こ と が で き る 。  

 

Ⅲ  プ ロ グ ラ ム  

 外 科 病 棟 （ 定 床 35 床 ）、 手 術 室 、 小 児 病 棟 、 急 患 室 等 に お い て 指 導 医 の 下 に 研 修 を 行

う 。 術 前 ・ 術 後 の 管 理 に 参 加 し 、 周 術 期 の 検 査 を 指 導 医 と と も に 行 い 、 手 術 の 助 手 と し

て 外 科 手 術 の 見 学 を 行 う 。 定 時 小 手 術 （ ソ ケ イ ヘ ル ニ ア 、 痔 核 手 術 等 ） や 虫 垂 炎 等 の 緊

急 手 術 や 外 来 プ ロ ー ベ 等 を 指 導 医 の 指 導 の 下 、 術 者 と し て 経 験 す る 。  

 

Ⅴ  概 要  

  日 本 外 科 学 会 認 定 医 制 度 修 練 施 設  

  日 本 外 科 学 会 外 科 専 門 医 制 度 修 練 施 設  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ӓᶅ  
 

ΐ 1 Ὸ ῖ 

Ⅰ  一 般 目 標 （ GIO）  

 一 般 臨 床 医 と し て プ ラ イ マ リ ・ ケ ア に 必 要 と さ れ る 内 視 鏡 に お け る 基 本 知 識 と 検 査 方

法 お よ び 疾 患 に 対 す る 対 処 法 を 身 に つ け る 。  

 

Ⅱ  行 動 目 標 （ SBO）  

（ 1） 上 部 消 化 管 内 視 鏡 検 査 用 ス コ ー プ の 使 用 法 の 把 握 （ 50 症 例 を 目 標 と す る ）  

（ 2） 上 部 消 化 管 に お け る 鑑 別 疾 患 の 把 握  

  

Ⅲ  プ ロ グ ラ ム  

（ 1） 第 1 週  

  ア  シ ミ ュ レ ー タ に よ る 実 習 お よ び 基 礎 知 識 の 習 得  

  イ  内 視 鏡 検 査 に 必 要 な 基 本 的 知 識 （ 前 処 置 等 、 検 査 手 順 ） の 習 得  

  ウ  シ ミ ュ レ ー タ を 使 用 し 、 ス コ ー プ の 扱 い に 慣 れ る 。  

  エ  内 視 鏡 画 像 を 見 て 、 部 位 （ お よ び 病 変 ） の 説 明 が で き る 。  

（ 2） 第 2 週  

  ア  抜 き の 捜 査 で ス コ ー プ の 操 作 の 習 得 （ 最 低 10 例 ）  

  イ  指 導 医 の 観 察 、 写 真 撮 影 終 了 後 、 交 代 し 、 抜 き の 観 察 （ 5 分 以 内 ） を す る 。  

（ 3） 第 3 週  

  ア  ス コ ー プ の 操 作 の 習 得 と 観 察 （ 最 低 10 例 ）  

  イ  指 導 医 の 観 察 、 写 真 撮 影 終 了 後 、 交 代 し 、 観 察 の み （ 5 分 以 内 ） 行 う 。  

（ 4） 第 4 週  

  ア  ス コ ー プ 操 作 の 習 得 と 観 察 、 写 真 撮 影 （ 最 低 10 例 ）  

  イ  指 導 医 が 挿 入 し 、 そ の 後 交 代 し 、 観 察 、 写 真 撮 影 を 行 う （ 10 分 以 上 経 過 し た 場

合 指 導 医 に 交 代 す る ）。  

  ウ  検 査 の な い 空 き 時 間 は 、 外 科 臨 床 研 修 プ ロ グ ラ ム に 準 じ て 研 修 を 行 う 。  

 

ΐ 2 Ὸ ῖ 

Ⅰ  一 般 目 標 （ GIO）  

 一 般 臨 床 医 と し て プ ラ イ マ リ ・ ケ ア に 必 要 と さ れ る 内 視 鏡 に お け る 基 本 知 識 と 検 査 方

法 お よ び 疾 患 に 対 す る 対 処 法 を 身 に つ け る 。  

 

Ⅱ  行 動 目 標 （ SBO）  

（ 1） 上 部 消 化 管 内 視 鏡 検 査 用 ス コ ー プ の 使 用 法 の 把 握  

（ 2） 上 部 消 化 管 に お け る 鑑 別 疾 患 の 把 握  

（ 3） 上 部 消 化 管 内 視 鏡 検 査 の 円 滑 な 実 施 （ 100 症 例 を 目 標 と す る ）  

（ 4） 正 確 な 内 視 鏡 下 生 検  



Ⅲ  プ ロ グ ラ ム  

（ 1） 第 1 週  

  ア  見 学 、 シ ミ ュ レ ー タ に よ る 実 習 お よ び 基 礎 知 識 の 習 得  

  イ  内 視 鏡 検 査 に 必 要 な 基 本 的 知 識 （ 前 処 置 等 、 検 査 手 順 ） の 習 得  

  ウ  シ ミ ュ レ ー タ を 使 用 し 、 ス コ ー プ の 扱 い に 慣 れ る 。  

  エ  内 視 鏡 画 像 を 見 て 、 部 位 （ お よ び 病 変 ） の 説 明 が で き る 。  

（ 2） 第 2 週  

  ア  抜 き の 捜 査 で ス コ ー プ の 操 作 の 習 得 （ 最 低 10 例 ）  

  イ  指 導 医 の 観 察 、 写 真 撮 影 終 了 後 、 交 代 し 、 抜 き の 観 察 （ 5 分 以 内 ） を す る 。  

（ 3） 第 3 週  

  ア  ス コ ー プ の 操 作 の 習 得 と 観 察 （ 最 低 10 例 ）  

  イ  指 導 医 の 観 察 、 写 真 撮 影 終 了 後 、 交 代 し 、 観 察 の み （ 5 分 以 内 ） 行 う 。  

（ 4） 第 4 週  

  ア  ス コ ー プ 操 作 の 習 得 と 観 察 、 写 真 撮 影 （ 最 低 10 例 ）  

  イ  指 導 医 が 挿 入 し 、 そ の 後 交 代 し 、 観 察 、 写 真 撮 影 を 行 う （ 10 分 以 上 経 過 し た 場

合 指 導 医 に 交 代 す る ）。  

（ 5） 第 5 週  

  ア  ス コ ー プ の 挿 入 と 操 作 の 習 得 お よ び 観 察 、 写 真 撮 影 （ 最 低 10 例 ）  

  イ  指 導 医 の も と に ス コ ー プ の 挿 入 を 行 い 、 観 察 、 写 真 撮 影 を 行 う （ 10 分 以 上 経 過

し た 場 合 指 導 医 に 交 代 す る ）。  

（ 6） 第 6～ 8 週  

  ア  ス コ ー プ の 挿 入 と 操 作 の 習 得 お よ び 観 察 、 写 真 撮 影 、 生 検 操 作 の 習 得 （ 最 低 10

例 ）  

  イ  指 導 医 の も と に ス コ ー プ の 挿 入 を 行 い 、 観 察 、 写 真 撮 影 お よ び 生 検 操 作 を 行 う

（ 15 分 以 上 経 過 し た 場 合 指 導 医 に 交 代 す る ）。  

  ウ  検 査 の な い 空 き 時 間 は 、 外 科 研 修 プ ロ グ ラ ム に 準 じ て 研 修 を 行 う 。  

 

ΐ 3 Ὸ ῖ 

Ⅰ  一 般 目 標 （ GIO）  

一 般 臨 床 医 と し て プ ラ イ マ リ ・ ケ ア に 必 要 と さ れ る 内 視 鏡 に お け る 基 本 知 識 と 検 査 方

法 お よ び 疾 患 に 対 す る 対 処 法 を 身 に つ け る 。  

 

Ⅱ  行 動 目 標 （ SBO）  

（ 1） 上 部 消 化 管 内 視 鏡 検 査 用 ス コ ー プ の 使 用 法 の 把 握  

（ 2） 上 部 消 化 管 に お け る 鑑 別 疾 患 の 把 握  

（ 3） 上 部 消 化 管 内 視 鏡 検 査 の 円 滑 な 実 施 （ 100 症 例 を 目 標 と す る ）  

（ 4） 正 確 な 内 視 鏡 下 生 検  

（ 5） 内 視 鏡 下 止 血 術 の 適 切 な 選 択 と 実 施 （ 10 症 例 を 目 標 と す る ）  

  

Ⅲ  プ ロ グ ラ ム  



（ 1） 第 1 週  

  ア  見 学 、 シ ミ ュ レ ー タ に よ る 実 習 お よ び 基 礎 知 識 の 習 得  

  イ  内 視 鏡 検 査 に 必 要 な 基 本 的 知 識 （ 前 処 置 等 、 検 査 手 順 ） の 習 得  

  ウ  シ ミ ュ レ ー タ を 使 用 し 、 ス コ ー プ の 扱 い に 慣 れ る 。  

  エ  内 視 鏡 画 像 を 見 て 、 部 位 （ お よ び 病 変 ） の 説 明 が で き る 。  

（ 2） 第 2 週  

  ア  抜 き の 捜 査 で ス コ ー プ の 操 作 の 習 得 （ 最 低 10 例 ）  

  イ  指 導 医 の 観 察 、 写 真 撮 影 終 了 後 、 交 代 し 、 抜 き の 観 察 （ 5 分 以 内 ） を す る 。  

（ 3） 第 3 週  

  ア  ス コ ー プ の 操 作 の 習 得 と 観 察 （ 最 低 10 例 ）  

  イ  指 導 医 の 観 察 、 写 真 撮 影 終 了 後 、 交 代 し 、 観 察 の み （ 5 分 以 内 ） 行 う 。  

（ 4） 第 4 週  

  ア  ス コ ー プ 操 作 の 習 得 と 観 察 、 写 真 撮 影 （ 最 低 10 例 ）  

  イ  指 導 医 が 挿 入 し 、 そ の 後 交 代 し 、 観 察 、 写 真 撮 影 を 行 う （ 10 分 以 上 経 過 し た 場

合 指 導 医 に 交 代 す る ）。  

（ 5） 第 5 週  

  ア  ス コ ー プ の 挿 入 と 操 作 の 習 得 お よ び 観 察 、 写 真 撮 影 （ 最 低 10 例 ）  

  イ  指 導 医 の も と に ス コ ー プ の 挿 入 を 行 い 、 観 察 、 写 真 撮 影 を 行 う （ 10 分 以 上 経 過

し た 場 合 指 導 医 に 交 代 す る ）。  

（ 6） 第 6～ 8 週  

  ア  ス コ ー プ の 挿 入 と 操 作 の 習 得 お よ び 観 察 、 写 真 撮 影 、 生 検 操 作 の 習 得 （ 最 低 10

例 ）  

  イ  指 導 医 の も と に ス コ ー プ の 挿 入 を 行 い 、 観 察 、 写 真 撮 影 お よ び 生 検 操 作 を 行 う

（ 15 分 以 上 経 過 し た 場 合 指 導 医 に 交 代 す る ）。  

（ 7） 第 9～ 10 週  

  ア  上 記 に 加 え 、 上 部 消 化 管 出 血 症 例 に 対 す る 治 療 手 技 の 理 解 ・ 介 助  

（ 8） 第 11～ 12 週  

  ア  上 記 に 加 え 、 上 部 消 化 管 出 血 症 例 に 対 す る 治 療 手 技 の 実 施  

  ウ  検 査 の な い 空 き 時 間 は 、 外 科 研 修 プ ロ グ ラ ム に 準 じ て 研 修 を 行 う 。  

 

ΐ 4 Ὸ ῖ 

Ⅰ  一 般 目 標 （ GIO）  

一 般 臨 床 医 と し て プ ラ イ マ リ ・ ケ ア に 必 要 と さ れ る 内 視 鏡 に お け る 基 本 知 識 と 検 査 方

法 お よ び 疾 患 に 対 す る 対 処 法 を 身 に つ け る 。  

 

Ⅱ  行 動 目 標 （ SBO）  

（ 1） 上 部 消 化 管 内 視 鏡 検 査 用 ス コ ー プ の 使 用 法 の 把 握  

（ 2） 上 部 消 化 管 に お け る 鑑 別 疾 患 の 把 握  

（ 3） 上 部 消 化 管 内 視 鏡 検 査 の 円 滑 な 実 施 （ 150 症 例 を 目 標 と す る ）  

（ 4） 正 確 な 内 視 鏡 下 生 検  



（ 5） 内 視 鏡 下 止 血 術 の 適 切 な 選 択 と 実 施 （ 10 症 例 を 目 標 と す る ）  

（ 6） 大 腸 内 視 鏡 に お け る S 状 結 腸 ま で の 挿 入 （ 20 症 例 を 目 標 と す る ）  

（ 7） 大 腸 疾 患 の 鑑 別 疾 患 の 把 握  

 

Ⅲ  プ ロ グ ラ ム  

（ 1） 第 1 週  

  ア  見 学 、 シ ミ ュ レ ー タ に よ る 実 習 お よ び 基 礎 知 識 の 習 得  

  イ  内 視 鏡 検 査 に 必 要 な 基 本 的 知 識 （ 前 処 置 等 、 検 査 手 順 ） の 習 得  

  ウ  シ ミ ュ レ ー タ を 使 用 し 、 ス コ ー プ の 扱 い に 慣 れ る 。  

  エ  内 視 鏡 画 像 を 見 て 、 部 位 （ お よ び 病 変 ） の 説 明 が で き る 。  

（ 2） 第 2 週  

  ア  抜 き の 捜 査 で ス コ ー プ の 操 作 の 習 得 （ 最 低 10 例 ）  

  イ  指 導 医 の 観 察 、 写 真 撮 影 終 了 後 、 交 代 し 、 抜 き の 観 察 （ 5 分 以 内 ） を す る 。  

（ 3） 第 3 週  

  ア  ス コ ー プ の 操 作 の 習 得 と 観 察 （ 最 低 10 例 ）  

  イ  指 導 医 の 観 察 、 写 真 撮 影 終 了 後 、 交 代 し 、 観 察 の み （ 5 分 以 内 ） 行 う 。  

（ 4） 第 4 週  

  ア  ス コ ー プ 操 作 の 習 得 と 観 察 、 写 真 撮 影 （ 最 低 10 例 ）  

  イ  指 導 医 が 挿 入 し 、 そ の 後 交 代 し 、 観 察 、 写 真 撮 影 を 行 う （ 10 分 以 上 経 過 し た 場

合 指 導 医 に 交 代 す る ）。  

（ 5） 第 5 週  

  ア  ス コ ー プ の 挿 入 と 操 作 の 習 得 お よ び 観 察 、 写 真 撮 影 （ 最 低 10 例 ）  

  イ  指 導 医 の も と に ス コ ー プ の 挿 入 を 行 い 、 観 察 、 写 真 撮 影 を 行 う （ 10 分 以 上 経 過

し た 場 合 指 導 医 に 交 代 す る ）。  

（ 6） 第 6～ 8 週  

  ア  ス コ ー プ の 挿 入 と 操 作 の 習 得 お よ び 観 察 、 写 真 撮 影 、 生 検 操 作 の 習 得 （ 最 低 10

例 ）  

  イ  指 導 医 の も と に ス コ ー プ の 挿 入 を 行 い 、 観 察 、 写 真 撮 影 お よ び 生 検 操 作 を 行 う

（ 15 分 以 上 経 過 し た 場 合 指 導 医 に 交 代 す る ）。  

（ 7） 第 9～ 10 週  

  ア  上 記 に 加 え 、 上 部 消 化 管 出 血 症 例 に 対 す る 治 療 手 技 の 理 解 ・ 介 助  

（ 8） 第 11～ 12 週  

  ア  上 記 に 加 え 、 上 部 消 化 管 出 血 症 例 に 対 す る 治 療 手 技 の 実 施  

（ 9） 第 13～ 14 週  

  ア  上 記 に 加 え 、 台 長 内 視 鏡 検 査 法 の 知 識 の 習 得 と 見 学 お よ び シ ミ ュ レ ー タ を 使 用

し た 実 習  

（ 10） 第 15～ 16 週  

  ア  上 記 に 加 え 、 S 状 結 腸 ま で の 大 腸 内 視 鏡 挿 入 法 の 習 得  

  イ  検 査 の な い 空 き 時 間 は 、 外 科 研 修 プ ロ グ ラ ム に 準 じ て 研 修 を 行 う 。  

 



Ⅳ  概 要  

  日 本 消 化 器 内 視 鏡 学 会 認 定 専 門 医 制 度 指 導 施 設  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

Ⅰ   一 般 目 標 （ GIO）  

（ 1） 救 急 医 療 、 一 般 医 療 に 必 要 な 基 本 的 手 技 を 身 に つ け る 。  

（ 2）麻 酔 一 般 に つ い て 理 解 し 、全 身 状 態 や 病 態 、合 併 症 を 把 握 し 、適 切 な 対 処 が で き る 。  

（ 3） 手 術 患 者 の 術 前 、 術 後 を 含 め た 麻 酔 と 全 身 管 理 を 習 得 す る 。  

 

Ⅱ   行 動 目 標 （ SBO）  

（ 1）基 本 的 手 技（ 気 管 挿 管 、静 脈 路 の 確 保 、中 心 静 脈 カ テ ー テ ル 挿 入 、観 血 的 静 脈 測 定

な ど ） を 習 得 す る 。  

（ 2） 正 し い 術 前 回 診 、 術 後 回 診 、 麻 酔 記 録 の 記 載 法 を 習 得 す る 。  

（ 3）吸 入 麻 酔 、静 脈 麻 酔 、脊 椎 麻 酔 、硬 膜 外 麻 酔 な ど を 経 験 し 、基 本 的 な 麻 酔 管 理 が で

き る 。  

（ 4） 代 表 的 な 術 中 循 環 動 態 、 呼 吸 状 態 の 変 化 の 理 解 と 対 処 法 を 習 得 す る 。  

 

Ⅲ  評 価  

（ 1） 救 急 医 療 、 一 般 医 療 に 必 要 な 基 本 的 手 技 が 身 に つ い た か 。  

  ア  気 管 挿 管 が で き る 。  

  イ  静 脈 路 の 確 保 が で き る 。  

  ウ  中 心 静 脈 カ テ ー テ ル が 挿 入 で き る 。  

  エ  観 血 的 動 脈 圧 測 定 が で き る 。  

（ 2）麻 酔 一 般 に つ い て 理 解 し 、全 身 状 態 や 病 態 、合 併 症 を 把 握 し 、適 切 な 対 処 が で き た

か 。  

  ア  麻 酔 一 般 に つ い て 理 解 し て い る 。  

  イ  全 身 状 態 が 把 握 で き て い る 。  

  ウ  病 態 が 把 握 で き て い る 。  

  エ  合 併 症 が 把 握 で き て い る 。  

  オ  ア ～ エ に 対 し て 適 切 な 対 処 が で き る 。  

（ 3） 手 術 患 者 の 術 前 、 術 後 を 含 め た 麻 酔 と 全 身 管 理 が 習 得 で き た か 。  

  ア  手 術 患 者 の 術 前 状 態 に よ り 麻 酔 法 を 選 択 で き る 。  

  イ  術 中 の 疼 痛 管 理 が で き る 。  

  ウ  術 中 の 呼 吸 循 環 管 理 が で き る 。  

  エ  術 後 の 疼 痛 管 理 が で き る 。  

  オ  術 後 の 呼 吸 循 環 管 理 が で き る 。  

 

Ⅳ  研 修 方 法  

手 術 室 に お い て 、 麻 酔 科 管 理 症 例 に つ い て 指 導 医 の も と に 臨 床 研 修 を 実 施 す る 。 担 当

症 例 に は 年 齢 、 術 式 、 麻 酔 方 法 な ど が 偏 ら な い よ う に 選 択 す る 。 担 当 症 例 に は 、 緊 急 手

術 の 麻 酔 も 適 当 な 症 例 で あ れ ば 担 当 さ せ る こ と と し 、 緊 急 手 術 も 含 め て 全 部 で 週 に 5 例



前 後 、 麻 酔 を 担 当 さ せ る こ と と す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ל  
 

Ⅰ  研 修 到 達 目 標  

 内 科 ・ 小 児 科 疾 患 に 関 し て 、 重 症 度 ・ 緊 急 度 を 鑑 別 診 断 し 、 適 切 な 初 期 対 応 （ プ ラ イ

マ リ ・ ケ ア ） が で き る こ と 。 医 師 と し て の 生 涯 学 習 の 基 本 姿 勢 を 身 に つ け る 。  

 

Ⅱ  研 修 一 般 目 標 （ GIO）  

（ 1）自 分 自 身 が 医 師 を 目 指 し た 初 心 を 思 い 起 こ し 、組 織 の 中 で 働 く 一 社 会 人 と し て の 良

識 を 身 に つ け る 。  

（ 2） 救 急 医 療 を 内 包 す る プ ラ イ マ リ ・ ケ ア の 基 本 的 技 能 の 習 得 を 目 指 す 。  

（ 3） 多 く の 患 者 と 接 し 、 求 め ら れ る 医 師 と し て の 心 ・ 技 ・ 体 を 鍛 錬 す る 。  

（ 4） 救 急 患 者 に 対 応 で き る 技 能 ・ 体 力 ・ 集 中 力 を 持 つ 総 合 臨 床 医 を 目 指 す 。  

（ 5） 救 急 医 療 が チ ー ム ワ ー ク の 上 に 成 り 立 つ こ と を 理 解 す る 。  

 

Ⅲ  研 修 行 動 目 標 （ SBO）  

（ 1） 指 導 医 の も と で 臨 床 研 修 を 行 う  

（ 2） 患 者 の 安 全 ・ プ ラ イ バ シ ー を 守 り 、 患 者 中 心 の 医 療 に 徹 す る 。  

（ 3）様 々 な 救 急 疾 患 の 病 態 の 概 略 を 理 解 す る よ う に 努 め 、そ れ ぞ れ の 疾 患 の 初 期 治 療 を

行 う 。  

（ 4）救 急 患 者 の 医 療 情 報 の 収 集・整 理・伝 達 の 方 法・手 技 、特 に 正 確 な 伝 達 能 力 を 身 に

つ け る 。  

（ 5） 迅 速 な 理 学 的 診 察 、 バ イ タ ル サ イ ン 診 察 方 法 を 体 得 す る 。  

（ 6） 救 急 患 者 の 診 察 記 録 を 的 確 に 記 載 す る 技 能 を 身 に つ け る 。  

（ 7）患 者 の 病 態・診 断・治 療 方 針 に つ い て 自 ら の 意 見 を 指 導 医 へ 報 告 す る 能 力 を 身 に つ

け る 。  

（ 8） 病 院 内 各 部 門 の ス タ ッ フ の 仕 事 を 理 解 し 、 協 調 能 力 を 身 に つ け る 。  

（ 9） 重 症 救 急 患 者 へ の 救 命 治 療 （ 心 肺 蘇 生 等 ） が で き る よ う に す る 。  

（ 10） 外 因 性 疾 患 へ の 社 会 的 対 応 （ 警 察 ・ 保 健 所 ・ 児 童 福 祉 相 談 所 等 へ の 届 け 出 ） を 学

ぶ 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ỷ˲  
 

Ⅰ  研 修 目 標  

（ 1） 産 科  

  ア  正 常 な 妊 娠 経 過 お よ び 分 娩 、 産 褥 の 経 過 を 理 解 し 、 基 本 的 な 妊 娠 管 理 方 法 を 習

得 す る と 同 時 に 、 妊 娠 中 に 発 生 す る 異 常 事 態 に 対 す る 対 処 法 を 習 得 す る 。 新 政 治

の 医 療 に 必 要 な 基 礎 知 識 を 習 得 す る 。  

（ 2） 婦 人 科  

  ア  女 性 特 有 な 生 理 を 理 解 し 、婦 人 科 疾 患 の 基 本 的 な 診 断 お よ び 対 処 法 を 習 得 す る 。 

 

Ⅱ  行 動 目 標  

（ 1） 産 婦 人 科 全 体 と し て  

  ア  産 婦 人 科 の 基 本 的 な 診 察 法 を 理 解 し 習 得 す る 。  

（ ｱ）患 者 と の 間 に 良 い コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 保 ち 問 診 を 聴 取 し 、病 歴 作 成 が で き る 。 

  （ ｲ） 基 本 的 な 産 婦 人 科 的 な 診 察 が で き る 。 

    a 視 診  

    b 外 診  

    c 内 診 、 膣 鏡 診  

（ 2） 産 科  

  ア  妊 婦 健 診 が で き る 。  

  （ ｱ） 内 診 （Bishop Score）  

  （ ｲ） 腹 囲 ・ 子 宮 底 長 計 測 、Leopold 触 診 法  

  （ ｳ） ド ッ プ ラ ー に よ る 児 心 音 の 聴 取 

  イ  産 科 診 療 に 必 要 な 検 査 を 実 施 し 、 そ の 結 果 を 評 価 し て 患 者 に わ か り や す く 説 明

す る こ と が で き る 。  

（ ｱ） 妊 娠 検 査 ： 免 疫 学 的 妊 娠 反 応 

  （ ｲ） 超 音 波 検 査 

    a 経 膣 超 音 波 検 査 ： 妊 娠 の 診 断 、 妊 娠 週 数 お よ び 分 娩 予 定 日 の 決 定 が で き る 。 

    b 経 腹 超 音 波 検 査：胎 児 推 定 体 重 お よ び 羊 水 量 の 測 定 、胎 盤 付 着 位 置 を 診 断 で

き る 。  

  （ ｳ） 分 娩 監 視 装 置 を 用 い て 胎 児 の 状 態 を 評 価 で き る 。 

    a 正 常 を 理 解 で き る 。  

    b 胎 児 distress を 評 価 で き る 。  

  ウ  分 娩 管 理 法 を 理 解 し 、 正 常 分 娩 の 管 理 を 経 験 す る 。  

  （ ｱ） 分 娩 第1 期 の 管 理  

  （ ｲ） 分 娩 第2 期 の 管 理  

a 会 陰 保 護  

    b 会 陰 切 開 ・ 縫 合 術  

エ  新 生 児 の 診 察 を 行 い 、 異 常 を ス ク リ ー ニ ン グ で き る 。  



（ ｱ）Apgar score ・ Silgerman score  

（ ｲ） そ の 他 の 身 体 所 見 

オ  産 科 救 急 疾 患 に つ い て 理 解 し 、 適 切 な 対 応 が で き る 。  

（ ｱ） 切 迫 流 ・ 早 産 の 管 理 

（ ｲ） 前 期 破 水 の 管 理 

（ ｳ） 性 器 出 血 の 原 因 の 診 断 と 対 応 

（ 3） 婦 人 科  

  ア  婦 人 科 診 療 に 必 要 な 検 査 を 実 施 し 、 そ の 結 果 を 評 価 し て 患 者 に わ か り や す く 説

明 す る こ と が で き る 。  

  （ ｱ） 感 染 症 検 査 ： 帯 下 培 養 、 鏡 検 

 （ ｲ） 細 胞 診 、 組 織 検 査 

a 子 宮 膣 部 細 胞 診 、 子 宮 内 膜 細 胞 診  

   b 病 理 組 織 検 査 ： 子 宮 膣 部 組 織 診 、 子 宮 内 膜 組 織 診  

 （ ｳ） 画 像 検 査 ： 超 音 波 検 査 、CT、 MRI 

 （ ｴ） 不 妊 症 検 査 

a ホ ル モ ン 検 査  

   b 子 宮 卵 管 造 影  

   c 頚 管 粘 液 検 査  

 イ  婦 人 科 手 術 療 法 に つ い て 理 解 し 、 経 験 す る 。  

（ ｱ） 婦 人 科 手 術 に 助 手 と し て 参 加 し 、 そ の 周 術 期 管 理 が で き る 。 

  ウ  婦 人 科 救 急 疾 患 に つ い て 理 解 し 、 適 切 な 対 応 が で き る 。  

   （ ｱ） 性 器 出 血 の 原 因 診 断 と 応 急 処 置 が で き る 。 

（ ｲ） 急 性 腹 症 を 系 統 的 に 診 断 で き る 。  

エ  婦 人 科 薬 物 療 法 に つ い て 理 解 す る 。  

（ ｱ） 婦 人 科 領 域 の 感 染 症 

（ ｲ） 婦 人 科 良 性 腫 瘍 （ 子 宮 内 膜 症 を 含 む ） の 内 分 泌 療 法 

（ ｳ） 婦 人 科 悪 性 腫 瘍 の 化 学 療 法 

 

Ⅲ  研 修 方 法  

（ 1） 下 記 に 示 し た 週 刊 ス ケ ジ ュ ー ル に 従 い 研 修 す る 。  

（ 2） 原 則 的 に は 曜 日 ご と に 決 め ら れ た 指 導 医 の 下 で 研 修 す る 。  

（ 3） 週 1 回 当 直 （ 副 直 ） を す る 。  

（ 4） 週 間 ス ケ ジ ュ ー ル  

 午  前  午  後  

月  回 診  病 棟 処 置  検 査  カ ン フ ァ レ ン ス  

火  回 診  病 棟 処 置  手 術 助 手  

水  外 来  病 棟 処 置  

木  外 来  特 殊 外 来  

金  回 診  病 棟 処 置  手 術 助 手  

土  外 来   



Ⅳ  概 要  

  日 本 産 科 婦 人 科 学 会 認 定 医 制 度 卒 後 研 修 指 導 施 設  

  母 体 保 護 法 指 定 病 院  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ᾛЃ  
 

Ⅰ  研 修 目 標  

（ 1） 小 児 の 診 察 技 術 、 病 歴 聴 取 や 医 療 面 接 能 力 の 基 本 を 理 解 し 、 実 践 す る 。  

（ 2）年 齢 群 に よ り 異 な る 疾 患 の 特 性 を 把 握 し て 、日 常 診 療 に お け る 代 表 的 疾 患 の 診 断 と

治 療 を 習 得 す る 。  

（ 3） 専 門 的 疾 患 の 治 療 を 理 解 し 、 管 理 を 学 ぶ 。  

（ 4） プ ラ イ マ リ ・ ケ ア の 実 践 に あ た る 。  

（ 5） 小 児 医 療 の リ ス ク マ ネ ー ジ メ ン ト の 実 際 を 理 解 す る 。  

   

Ⅱ  行 動 目 標  

（ 1） 病 児 を 全 人 的 に 接 し 、 患 児 や 保 護 者 と の 良 好 な 対 応 と 人 間 関 係 が 構 築 で き る 。  

（ 2） 正 常 小 児 の 成 長 や 精 神 運 動 発 達 を 評 価 で き る 。  

（ 3） 病 児 あ る い は 保 護 者 か ら 適 切 な 病 歴 聴 取 を 行 い 、 診 療 録 に 正 し い 記 載 が で き る 。  

（ 4）新 生 児 を 含 め た 小 児 の 診 察 法 を 習 得 し て 異 常 所 見 を 診 療 録 に 記 載 し 、問 題 点 を 抽 出

で き る 能 力 を 養 う 。  

（ 5） 小 児 に お け る 主 要 な 症 候 を き た す 疾 患 を 経 験 す る 。  

（ 6） 指 導 医 の も と に 年 齢 に 応 じ た 主 な 小 児 疾 患 の 鑑 別 、 確 定 診 断 と 治 療 に あ た る 。  

（ 7） 指 導 医 の も と に 他 診 療 科 へ の 依 頼 や 共 同 診 療 を 経 験 す る 。  

（ 8）小 児 に 一 般 に 投 与 さ れ る 薬 剤 に 対 す る 薬 用 量 、用 法 お よ び 副 作 用 を 会 得 し 、指 導 医

の も と に 実 際 に 処 方 箋 を 発 行 で き る 。  

（ 9）小 児 の 年 齢 に 応 じ た 栄 養 法 を 理 解 し 、食 事 箋 が 発 行 で き る 。ま た 特 殊 疾 患 の 栄 養 法

を 理 解 す る 。  

（ 10） 指 導 医 の も と に 乳 幼 児 健 診 や 予 防 接 種 を 理 解 し 、 経 験 す る 。  

（ 11） 指 導 医 の も と に 動 静 脈 採 血 技 術 、 静 脈 確 保 手 技 、 注 射 手 技 を 実 践 す る 。  

（ 12） 指 導 医 の も と に 輸 液 お よ び 血 液 製 剤 の 基 本 的 知 識 と 実 践 を 学 ぶ 。  

（ 13） 指 導 医 の も と に 検 査 技 術 （ 腰 椎 穿 刺 、 骨 髄 穿 刺 、 咽 頭 培 養 、 便 培 養 、 尿 培 養 、 血

液 培 養 、 耳 鏡 検 査 な ど ）、 処 置 法 （ 経 鼻 胃 管 挿 入 、 導 尿 、 浣 腸 な ど ） を 経 験 す る 。  

（ 14）単 純 エ ッ ク ス 線 写 真 、CT、MRI、経 静 脈 的 腎 盂 撮 影 、超 音 波 な ど の 画 像 検 査 や 心 電

図 、 脳 波 な ど の 生 理 機 能 検 査 の 基 本 的 な 判 読 法 を 理 解 す る 。  

（ 15） 小 児 の 救 急 医 療 に 参 画 し 、 バ イ タ ル サ イ ン の 把 握 や 重 症 度 の 判 断 能 力 を 養 い 、 救

急 蘇 生 術 の 基 本 を 習 得 す る 。 ま た 発 熱 、 脱 水 、 け い れ ん 、 喘 息 発 作 な ど の 対 処 法 を

経 験 す る 。 さ ら に 誤 飲 に 対 す る 胃 洗 浄 や 中 每 症 状 の 治 療 や 腸 重 積 に お け る 空 気 整 復

法 を 実 践 す る 。  

 

Ⅲ  研 修 方 法  

（ 1） 小 児 系 病 棟 に お い て 指 導 医 と と も に 入 院 患 児 の 診 療 に あ た る 。  

（ 2） 新 生 児 室 に お い て 指 導 医 と と も に 主 に 異 常 新 生 児 の 診 療 に 関 わ る 。  

（ 3） 毎 週 行 わ れ る 予 防 接 種 、 乳 児 検 診 の 特 殊 外 来 診 療 の 実 際 を 経 験 す る 。  



（ 4）腎 臓 、神 経 お よ び 循 環 器 外 来 に お い て は 主 に 受 け 持 っ た 入 院 患 児 の 診 療 に 参 加 す る 。 

（ 5） 週 1 回 の 救 急 当 直 診 療 に 指 導 医 と と も に 携 わ る 。  

（ 6）毎 週 月 曜 日 に 行 わ れ る 病 棟 回 診 に 参 加 し 、受 け 持 ち 患 児 の プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を 行

う 。  

（ 7）横 浜 市 南 部 小 児 科 医 会 の 開 催 す る 懇 話 会 、登 録 医 と の 合 同 カ ン フ ァ レ ン ス や 院 内 グ

ラ ン ド カ ン フ ァ レ ン ス に 参 加 し 、 発 表 の 機 会 を 持 つ 。  

（ 8） 開 業 医 師 の 診 療 の 実 際 を 見 学 体 験 す る 。  

 

Ⅳ  プ ロ グ ラ ム  

 午  前  午  後  

月  病 棟  病 棟 カ ン フ ァ レ ン ス  

火  病 棟  予 防 接 種  

水  病 棟  乳 幼 児 健 診  

木  病 棟  特 殊 診 療 外 来 （ 腎 、 循 環 器 、 神 経 、 心 理 ） 

金  病 棟  特 殊 診 療 外 来 （ 内 分 泌 代 謝 ）  

土  病 棟  病 棟  

 

Ⅴ  概 要  

  特 殊 診 療 外 来   神 経 、循 環 器 、腎 臓 、消 化 器 栄 養 、代 謝 内 分 泌 、心 理 、予 防 接 種 、

乳 幼 児 健 診  

  日 本 小 児 科 学 会 専 門 医 制 度 研 修 施 設  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



᷂Ḣӣ  
〔 今 井 医 院 〕  

 

Ⅰ  研 修 期 間  

（ 1） 2 年 次 の 1～ 2 週 間  

 

Ⅱ  一 般 目 標 （ GIO）  

（ 1） 内 科 の プ ラ イ マ リ ・ ケ ア の 現 場 に 参 加 し 、 現 状 を 把 握 す る と と も に 診 療 に 携 わ る 。 

（ 2） 内 科 医 が 地 域 で 果 た し て い る プ ラ イ マ リ ・ ケ ア の 社 会 的 貢 献 度 を 理 解 す る 。  

（ 3） 保 健 、 医 療 、 福 祉 の 果 た す 役 割 を 習 得 す る 。  

（ 4） 医 師 会 活 動 の 現 状 を 学 ぶ 。  

   

Ⅲ  行 動 目 標  

（ 1） 医 療 面 接 に お け る 適 切 か つ 迅 速 な 情 報 収 集 を 実 践 す る 。  

（ 2） 慢 性 疾 患 の 管 理 の 要 点 を 把 握 し 、 良 好 な 医 師 ― 患 者 関 係 の 確 立 を 身 に つ け る 。  

（ 3） 地 域 中 核 病 院 や 大 学 附 属 病 院 と の 病 診 連 携 に 必 要 な 知 識 を 得 る 。  

（ 4） 公 的 あ る い は 私 的 な 検 診 事 業 を 理 解 す る 。  

（ 5） 紹 介 状 等 の 文 書 作 成 法 を 学 ぶ 。  

（ 6） 医 師 を 中 心 と し た チ ー ム 医 療 の 現 状 を 体 験 す る 。  

 

Ⅳ  研 修 方 法  

（ 1） 初 診 患 者 の 問 診 に あ た る 。  

（ 2） 指 導 医 と と も に 診 察 と 異 常 所 見 の 把 握 を 実 践 す る 。  

（ 3） 慢 性 疾 患 の 治 療 管 理 を 学 ぶ 。  

（ 4） 後 方 施 設 へ の 紹 介 の 実 際 を 体 験 し 、 紹 介 状 の 記 載 法 を 学 ぶ 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



᷂Ḣӣ  
〔 片 山 こ ど も ク リ ニ ッ ク 〕  

 

Ⅰ  研 修 期 間  

（ 1） 2 年 次 の 1～ 2 週 間  

 

Ⅱ  一 般 目 標 （ GIO）  

（ 1） プ ラ イ マ リ ・ ケ ア の 現 場 に 参 画 し 、 実 情 を 認 識 す る 。  

（ 2） 一 般 小 児 科 医 の 地 域 保 健 ・ 医 療 で の 役 割 と 貢 献 度 を 学 ぶ 。  

   

Ⅲ  行 動 目 標  

（ 1） 養 育 者 と の 医 療 面 接 に お け る 適 切 な 技 術 を 習 得 す る 。  

（ 2） 患 児 へ の 接 し 方 、 一 般 状 態 の 把 握 の し か た を 学 ぶ 。  

（ 3） プ ラ イ マ リ ・ ケ ア に お け る 主 要 徴 候 を 理 解 す る 。  

（ 4） 医 師 を 中 心 と し た チ ー ム 医 療 を 把 握 す る 。  

（ 5） 後 方 医 療 施 設 へ の 紹 介 や 病 診 連 携 に つ い て 学 ぶ 。  

 

Ⅳ  研 修 方 法  

（ 1） 初 診 患 者 の 問 診 に あ た る 。  

（ 2） 指 導 医 と と も に 診 察 法 を 学 ぶ 。  

（ 3） 予 防 接 種 外 来 や 乳 幼 児 健 診 を 経 験 す る 。  

（ 4） 小 児 の 保 険 診 療 の 実 情 を 理 解 す る 。  

（ 5） 紹 介 の 実 際 を 体 験 し 、 紹 介 状 の 記 載 法 を 学 ぶ 。  

（ 6） 学 校 医 や 園 医 の 役 割 と 意 義 を 理 解 す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



᷂Ḣӣ  
〔 栗 原 医 院 〕  

 

Ⅰ  研 修 期 間  

（ 1） 2 年 次 の 1～ 2 週 間  

 

Ⅱ  一 般 目 標 （ GIO）  

（ 1） 内 科 の プ ラ イ マ リ ・ ケ ア の 現 場 に 参 加 し 、 現 状 を 把 握 す る と と も に 診 療 に 携 わ る 。 

（ 2） 内 科 医 が 地 域 で 果 た し て い る プ ラ イ マ リ ・ ケ ア の 社 会 的 貢 献 度 を 理 解 す る 。  

（ 3） 保 健 、 医 療 、 福 祉 の 果 た す 役 割 を 習 得 す る 。  

（ 4） 医 師 会 活 動 の 現 状 を 学 ぶ 。  

（ 5） 在 宅 医 療 を 学 ぶ 。  

   

Ⅲ  行 動 目 標  

（ 1） 医 療 面 接 に お け る 適 切 か つ 迅 速 な 情 報 収 集 を 実 践 す る 。  

（ 2） 慢 性 疾 患 の 管 理 の 要 点 を 把 握 し 、 良 好 な 医 師 ― 患 者 関 係 の 確 立 を 身 に つ け る 。  

（ 3） 地 域 中 核 病 院 や 大 学 附 属 病 院 と の 病 診 連 携 に 必 要 な 知 識 を 得 る 。  

（ 4） 公 的 あ る い は 私 的 な 検 診 事 業 を 理 解 す る 。  

（ 5） 紹 介 状 等 の 文 書 作 成 法 を 学 ぶ 。  

（ 6） 医 師 を 中 心 と し た チ ー ム 医 療 の 現 状 を 体 験 す る 。  

 

Ⅳ  研 修 方 法  

（ 1） 初 診 患 者 の 問 診 に あ た る 。  

（ 2） 指 導 医 と と も に 診 察 と 異 常 所 見 の 把 握 を 実 践 す る 。  

（ 3） 慢 性 疾 患 の 治 療 管 理 を 学 ぶ 。  

（ 4） 後 方 施 設 へ の 紹 介 の 実 際 を 体 験 し 、 紹 介 状 の 記 載 法 を 学 ぶ 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



᷂Ḣӣ  
〔 弘 明 寺 腎 ク リ ニ ッ ク 〕  

 

Ⅰ  研 修 期 間  

（ 1） 2 年 次 の 1～ 2 週 間  

 

Ⅱ  一 般 目 標 （ GIO）  

（ 1） 内 科 の プ ラ イ マ リ ・ ケ ア の 現 場 に 参 加 し 、 現 状 を 把 握 す る と と も に 診 療 に 携 わ る 。 

（ 2） 内 科 医 が 地 域 で 果 た し て い る プ ラ イ マ リ ・ ケ ア の 社 会 的 貢 献 度 を 理 解 す る 。  

（ 3） 保 健 、 医 療 、 福 祉 の 果 た す 役 割 を 習 得 す る 。  

（ 4） 医 師 会 活 動 の 現 状 を 学 ぶ 。  

   

Ⅲ  行 動 目 標  

（ 1） 医 療 面 接 に お け る 適 切 か つ 迅 速 な 情 報 収 集 を 実 践 す る 。  

（ 2） 慢 性 疾 患 の 管 理 の 要 点 を 把 握 し 、 良 好 な 医 師 ― 患 者 関 係 の 確 立 を 身 に つ け る 。  

（ 3） 地 域 中 核 病 院 や 大 学 附 属 病 院 と の 病 診 連 携 に 必 要 な 知 識 を 得 る 。  

（ 4） 公 的 あ る い は 私 的 な 検 診 事 業 を 理 解 す る 。  

（ 5） 紹 介 状 等 の 文 書 作 成 法 を 学 ぶ 。  

（ 6） 医 師 を 中 心 と し た チ ー ム 医 療 の 現 状 を 体 験 す る 。  

 

Ⅳ  研 修 方 法  

（ 1） 初 診 患 者 の 問 診 に あ た る 。  

（ 2） 指 導 医 と と も に 診 察 と 異 常 所 見 の 把 握 を 実 践 す る 。  

（ 3） 慢 性 疾 患 の 治 療 管 理 を 学 ぶ 。  

（ 4） 後 方 施 設 へ の 紹 介 の 実 際 を 体 験 し 、 紹 介 状 の 記 載 法 を 学 ぶ 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◐Ẇ  
 

Ⅰ  対 象  

（ 1） 卒 後 初 期 臨 床 研 修  

 

Ⅱ  一 般 目 標 （ GIO）  

（ 1） 運 動 器 、 整 形 外 科 的 基 礎 科 学 に 対 す る 知 識 の 吸 収  

（ 2）整 形 外 科 の 成 人 慢 性 疾 患 、小 児 整 形 外 科 、救 急 災 害 外 科 、リ ウ マ チ 性 疾 患 、ス ポ ー

ツ 整 形 、 整 形 外 科 的 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 等 に つ い て 指 導 医 の も と 診 断 治 療 計 画 に 必

要 な 基 本 的 知 識 を 身 に つ け 、 実 践 で き る よ う に す る 。  

   

Ⅲ  行 動 目 標 （ SBO）  

（ 1） 診 察 な ら び に 検 査  

  ア  病 歴 を 正 し く 聴 取 で き る 。  

  イ  診 察 し 、 他 覚 的 所 見 を と り 、 カ ル テ に 記 載 で き る 。  

  ウ  日 本 整 形 外 科 学 会 臨 床 評 価 点 数 （ JOA Score） を 理 解 し 、 つ け ら れ る 。  

  エ  診 察 結 果 か ら 必 要 な 検 査 計 画 を 立 て ら れ る 。  

  オ  単 純 エ ッ ク ス 線 撮 影 の 正 し い 指 示 が 出 せ る 。  

  カ  単 純 エ ッ ク ス 線 像 よ り 骨 傷 の 有 無 （ 骨 折 、 捻 挫 、 脱 臼 ） の 区 別 が わ か る 。  

  キ  創 傷 の 程 度 、 種 類 に よ り ど の 専 門 家 に 連 絡 す べ き か を 判 断 で き る 。  

  ク  開 放 骨 折 、 皮 下 骨 折 の 定 義 を 各 々 理 解 し 、 実 地 に 鑑 別 で き る 。  

  ケ  包 帯 、 副 木 、 ギ プ ス 固 定 法 の 原 則 や 種 類 と 適 応 を 理 解 し て い る 。  

  コ  腰 椎 穿 刺 、 骨 髄 造 影 が で き 、 造 影 像 の 所 見 を 述 べ る こ と が で き る 。  

  サ  関 節 造 影 の 意 義 が 理 解 で き 、 上 下 肢 6 大 関 節 に つ い て は 実 施 で き る 。  

  シ  筋 電 図 検 査 の 意 義 と 適 応 が 理 解 で き る 。  

  ス  腰 背 部 痛 、 四 肢 、 関 節 痛 の 原 因 と な る 疾 患 を 列 挙 で き る 。  

（ 2） 治 療  

  ア  整 形 外 科 領 域 に お け る 主 な 薬 剤 を 使 用 す る こ と が で き る 。  

  イ  リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 、 理 学 療 法 の 処 方 が 出 せ る 。  

  ウ  術 前 、 術 後 の 患 者 の 管 理 が で き る 。  

  エ  無 菌 的 処 置 を 行 う こ と が で き る 。  

  オ  創 傷 に 対 す る 全 身 的 療 法 （ 輸 液 、 輸 血 、 化 学 療 法 な ど ） が 適 切 に 行 え る 。  

  カ  創 傷 の 局 所 的 療 法 が 適 切 に 行 え る 。  

  キ  関 節 穿 刺 、 関 節 注 入 が 行 え る 。  

  ク  腰 椎 穿 刺 が で き る 。  

  ケ  局 所 麻 酔 、 伝 達 麻 酔 、 脊 椎 麻 酔 、 そ の 他 基 本 的 神 経 ブ ロ ッ ク が 行 え る 。  

  コ  基 本 的 な 包 帯 、 副 木 、 ギ プ ス 固 定 が 実 施 で き る 。  

  サ  牽 引 に つ い て 意 義 と 目 的 が 理 解 で き 、 各 種 介 達 牽 引 、 鋼 線 牽 引 が 実 施 で き る 。  

  シ  簡 単 な 骨 折 、 脱 臼 の 徒 手 整 復 、 外 固 定 が で き る 。  



Ⅳ  研 修 方 法  

（ 1）整 形 外 科 入 院 患 者 の 一 部 の 担 当 医 と し て 、指 導 医 、主 治 医 の も と で 入 院 治 療 、手 術

治 療 、 術 後 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に つ い て の 研 修 を 行 う 。  

（ 2） 病 棟 回 診 、 手 術 に 参 加 す る 。  

（ 3）手 術 症 例 カ ン フ ァ レ ン ス 、入 院 患 者 カ ン フ ァ レ ン ス 、リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン カ ン フ ァ

レ ン ス に 参 加 し 、 担 当 患 者 の プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を 行 う 。  

（ 4） 外 科 系 救 急 当 直 を 指 導 医 の も と に 行 う 。  

（ 5） 下 記 の 教 材 を 用 い る  

  ア  こ れ で わ か る 整 形 外 科 X 線 計 測  

  イ  整 形 外 科 診 断 学  

  ウ  骨 折 と 外 傷  

  エ  AO法 骨 折 治 療  

  オ  今 日 の 整 形 外 科 治 療 指 針  

  カ  リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 整 形 外 科 学  

  キ  義 肢 装 具 処 方 マ ニ ュ ア ル  

  ク  Cambell’ s  Operative 1 Orth opaedics 

    ケ  Journals of Bone and Joint Surgery  

  コ   Clinical Orthopaedics  

  サ  ア ト ラ ス 小 児 整 形 外 科  

  シ  私 の 手 の 外 科  

  ス  The Shoulder 

  セ  基 本 腰 椎 外 科 手 術 書  

  ソ  Surgical Approaches to the Spine  

  タ  膝 関 節 手 術 ア ト ラ ス  

  チ  足  

 

Ⅴ  週 刊 ス ケ ジ ュ ー ル  

  朝 8 時 30 分 に 所 定 の 場 所 に 集 合  

  月 ： 手 術 （ 手 術 後 に 病 棟 カ ン フ ァ レ ン ス ）  

  火 ： 手 術  

  水 ： 外 来  

  木 ： 外 来 （ 外 来 カ ン フ ァ レ ン ス ）  

  金 ： 病 棟 （ 抄 読 会 ）  

 

Ⅵ  概 要  

  日 本 整 形 外 科 学 会 認 定 医 制 度 研 修 施 設  

 

 

 

 



 
〔 県 立 こ ど も 医 療 セ ン タ ー 〕  

 

Ⅰ  対 象  

  研 修 2 年 次 の 最 終 選 択 期 間 に 県 立 こ ど も 医 療 セ ン タ ー で の 研 修 を 選 択 し た 研 修 医（ 若

干 名 ）  

  研 修 期 間  4 か 月  

 

Ⅱ  研 修 目 標  

  小 児 期 の 日 常 診 療 で 頻 繁 に 遭 遇 す る 疾 患 や 症 状 に 適 切 に 対 応 で き 、 重 症 あ る い は 危

急 例 の 初 期 対 応 を 適 切 に 行 え る 基 本 的 な 診 療 能 力 を 身 に つ け 、 必 要 例 で は 小 児 科 専 門

医 あ る い は 小 児 専 門 医 療 機 関 と の 円 滑 な 連 携 が と れ る こ と を 目 標 に 小 児 医 療 を 研 修 す

る 。  

   

Ⅲ  行 動 目 標  

（ 1）年 齢 に 応 じ た 小 児 の 発 達 段 階（ 遠 城 寺・デ ン バ ー 式 ）を 評 価 で き 、発 達 障 害 の 有 無

を 判 定 で き る 。  

（ 2） 代 表 的 な 先 天 異 常 、 染 色 体 異 常 に つ い て そ の 概 要 を 述 べ る こ と が で き る 。  

（ 3） 指 導 医 の も と に 外 来 担 当 医 と し て 小 児 の 急 性 疾 患 の 診 断 ・ 治 療 方 針 を 計 画 で き る 。 

（ 4） 小 児 の 急 性 ウ ィ ル ス 感 染 症 に 対 す る 治 療 の 概 要 を 説 明 す る こ と が で き る 。  

（ 5） 発 熱 を 伴 う 急 性 発 疹 性 疾 患 の 鑑 別 診 断 を 述 べ る こ と が で き る 。  

（ 6） 急 性 細 菌 感 染 症 に 対 す る 治 療 の 概 要 （ 抗 生 物 質 の 適 応 ・ 選 択 な ど ） を 説 明 で き る 。 

（ 7） 小 児 の 代 表 的 慢 性 疾 患 に つ い て 理 解 し 、 病 態 を 説 明 す る こ と が で き る 。  

（ 8） 小 児 救 急 （ pediatric advanced life support:PALS ） の 概 念 を 習 得 し 、 心 肺 蘇 生 法

の 基 本 が 実 施 で き る 。  

（ 9） 指 導 医 の も と に 乳 児 の 導 尿 が で き る 。  

（ 10） 小 児 の 意 識 障 害 の 基 礎 疾 患 を 理 解 し 、 検 査 の 手 順 に つ い て 述 べ る こ と が で き る 。  

（ 11） け い れ ん 性 疾 患 に 対 す る 予 防 治 療 の 適 応 を 理 解 し 、 急 性 発 作 に 対 応 で き る 。  

（ 12） 小 児 の 呼 吸 困 難 の 原 因 を 理 解 し 、 鑑 別 疾 患 を 述 べ る こ と が で き る 。  

（ 13） 小 児 喘 息 の 予 防 治 療 の 概 要 を 理 解 し 、 鑑 別 疾 患 を 述 べ る こ と が で き る 。  

（ 14） 酸 素 療 法 の 適 応 に つ い て 理 解 し 、 マ ス ク に よ る 人 工 呼 吸 が で き る 。  

（ 15） 気 管 内 挿 管 の 適 応 、 小 児 ・ 成 人 の 違 い に つ い て 理 解 で き る 。  

（ 16） 指 導 医 の も と に 小 児 の 集 中 治 療 の 特 殊 性 を 理 解 し 、 チ ー ム 医 療 の 一 員 と し て 診 療

で き る 。  

（ 17） 重 症 小 児 患 者 の 家 族 ・ 保 護 者 に 対 す る 精 神 的 な 支 援 が で き る 。  

（ 18） 障 害 児 医 療 を 体 験 し 、 家 庭 医 ・ 一 般 医 の 役 割 に つ い て 述 べ る こ と が で き る 。  

（ 19） 担 当 症 例 を 通 し て 母 子 保 健 室 （ ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー 、 保 健 師 、 集 団 指 導 、 事 例 検

討 ） 活 動 を 理 解 し 、 障 害 児 医 療 、 虐 待 児 対 策 、 社 会 福 祉 制 度 に つ い て 説 明 で き る 。  

（ 20）新 生 児・乳 児 の 超 音 波 検 査 に よ っ て 腹 部 、心 臓 、頭 部 な ど の 正 常 像 を 理 解 で き る 。  



（ 21） 指 導 医 の も と に 分 娩 に 立 会 い 、 ア プ ガ ー ス コ ア を 正 確 に つ け る こ と が で き る 。  

（ 22） 指 導 医 の も と に 仮 死 児 の 蘇 生 を 行 う こ と が で き る 。  

（ 23） 新 生 児 の 黄 疸 、 哺 乳 障 害 、 嘔 吐 、 低 血 糖 に 対 処 す る こ と が で き る 。  

（ 24） 指 導 医 の も と に 新 生 児 の 静 脈 確 保 、 カ テ ー テ ル 類 の 挿 入 、 採 血 が で き る 。  

（ 25） 先 天 性 代 謝 異 常 ス ク リ ー ニ ン グ の 意 義 を 理 解 し 、 説 明 す る こ と が で き る 。  

（ 26） 新 生 児 け い れ ん を 診 断 し 、 初 期 治 療 が で き る 。  

（ 27） 新 生 児 ・ 乳 児 に お い て 聴 診 に よ っ て 心 雑 音 の 有 無 を 判 定 で き る 。  

（ 28） 代 表 的 な 先 天 性 心 疾 患 の 循 環 生 理 を 理 解 し 、 説 明 す る こ と が で き る 。  

（ 29） 新 生 児 期 に 手 術 が 必 要 な 消 化 管 奇 形 を 理 解 し 、 診 断 ・ 治 療 法 の 概 要 に つ い て 説 明

で き る 。  

（ 30） 外 表 奇 形 ・ 奇 形 症 候 群 を 視 診 し 、 所 見 を カ ル テ に 正 確 に 記 述 で き る 。  

 

Ⅳ  研 修 方 法  

（ 1）小 児 科（ 総 合 診 療 と 小 児 救 急 ）と 新 生 児 診 療 を 1 か 月 ず つ 計 2 か 月 、指 導 医 の も と

で 病 棟 な ら び に 外 来 に お い て 必 修 研 修 す る 。 必 修 研 修 の 終 了 後 、 以 下 に 掲 げ る 診 療

科 （ 新 生 児 未 熟 児 科 、 救 急 診 療 科 を 除 く ） を 合 計 2 か 月 間 選 択 し て 研 修 す る 。  

（ 2） 選 択 診 療 科 の 研 修 は 2 週 間 以 上 、 1 か 月 以 内 と し て 複 数 科 を 選 択 す る 。 指 導 は 各 診

療 科 の 研 修 担 当 指 導 医 が 行 う 。  

（ 3） 診 療 科 の 研 修 内 容 の 概 要  

  ア  新 生 児 未 熟 児 科 ： 分 娩 立 ち 会 い 、 仮 死 の 蘇 生 、 異 常 児 の 早 期 発 見 と 対 応 、 新 生

児 搬 送 同 乗 な ど 。  

  イ  感 染 免 疫 科 ： 感 染 症 、 リ ウ マ チ 性 疾 患 、 免 疫 不 全 症 候 群 、 腎 疾 患 、 肝 疾 患 、 炎

症 性 腸 疾 患 。  

  ウ  ア レ ル ギ ー 科：近 年 、急 激 に 増 加 し て い る 各 種 小 児 ア レ ル ギ ー 疾 患 全 般 の 診 断 、

検 査 法 、 治 療 。  

  エ  神 経 内 科 ： 難 治 性 て ん か ん 。 重 症 心 身 障 害 児 施 設 研 修 。 社 会 福 祉 医 療 の 実 際 。  

  オ  内 分 泌 代 謝 科 ： 糖 尿 病 、 先 天 性 代 謝 異 常 、 低 身 長 、 肣 満 、 被 虐 待 児 の 扱 い 。  

  カ  血 液 科 ： 悪 性 疾 患 の イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト 、 治 療 プ ロ ト コ ー ル 、 小 児 の タ

ー ミ ナ ル ケ ア 。  

  キ  腫 瘍 科：悪 性 固 形 腫 瘍 の 化 学 療 法 、造 血 幹 細 胞 移 植 。Tumor Boardで の 方 針 決 定 。  

  ク  遺 伝 科 ： 遺 伝 治 療 の 基 本 、 遺 伝 の 原 則 、 カ ウ ン セ リ ン グ 、 解 析 手 技 。  

  ケ  循 環 器 科 ： 先 天 性 心 疾 患 の 診 断 、 循 環 作 業 薬 の 小 児 科 領 域 の 使 用 法 。  

  コ  救 急 診 療 科 ： 重 症 救 急 患 者 の 初 期 対 応 と 集 中 治 療 の 実 際 。  

  サ  放 射 線 科 ： 全 身 の 画 像 診 断 。 脳 外 科 、 神 経 内 科 、 内 分 泌 科 と 定 時 カ ン フ ァ レ ン

ス 。  

  シ  外 科 ： 新 生 児 外 科 、 腫 瘍 外 科 、 腹 部 一 般 外 科 、 移 植 外 科 、 呼 吸 器 外 科 の 術 前 術

後 管 理 。  

  ス  心 臓 血 管 外 科 ： 先 天 性 心 疾 患 の 手 術 な ら び に 術 後 管 理 。  

  セ  脳 神 経 外 科 ： 脳 脊 髄 腫 瘍 、 頭 蓋 縫 合 早 期 癒 合 症 、 二 分 脊 椎 の 診 断 と 治 療 。  

  ソ  整 形 外 科 ： 足 部 ・ 股 関 節 疾 患 、 四 肢 の 短 縮 ・ 変 形 、 脊 柱 変 形 、 骨 肉 腫 。 肢 体 不



自 由 児 施 設 研 修 。  

  タ  リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科 ： 小 児 の リ ハ ビ リ 。 診 断 、 治 療 戦 略 、 補 装 具 類 。 理 学 療

法 、 作 業 療 法 。  

  チ  形 成 外 科 ： 唇 顎 口 蓋 裂 を 中 心 と し た 外 表 奇 形 の 診 療 、 手 術 。  

  ツ  皮 膚 科 ： ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 、 皮 膚 感 染 症 、 母 斑 ・ 血 管 腫 、 遺 伝 性 疾 患 の 診 断 と

治 療 。  

  テ  泌 尿 器 科 ： 停 留 精 巣 、 陰 嚢 水 腫 、 水 腎 症 の 他 、 半 陰 陽 、 尿 路 奇 形 、 夜 尿 症 。  

  ト  眼 科 ： 小 児 に よ く み ら れ る 眼 の 異 常 と 予 後 。 小 児 疾 患 の 眼 合 併 症 。  

  ナ  耳 鼻 咽 喉 科 ： 中 耳 炎 、 鼻 炎 、 副 鼻 腔 炎 、 上 気 道 疾 患 、 習 慣 性 扁 桃 炎 、 嗄 声 、 誤

嚥 、 異 物 。  

  ニ  歯 科 ： 小 児 に お け る 歯 科 的 診 断 と 口 腔 衛 生 管 理 。 障 害 児 の 歯 科 。  

  ヌ  精 神 科：思 春 期 の 精 神 障 害 。リ エ ゾ ン 精 神 病 。摂 食 障 害 。外 来 診 察 と 病 棟 研 修 。  

  ネ  産 科 ： ハ イ リ ス ク 妊 婦 を 中 心 に 産 科 診 療 。 胎 児 の well being の 評 価 。 妊 娠 前 外

来 。  

  ノ  母 性 内 科 ： 妊 娠 可 能 な 女 性 、 妊 産 婦 、 産 褥 期 ・ 育 児 期 の 精 神 的 合 併 症 の 管 理 。

禁 煙 指 導 。  

  ハ  麻 酔 科：小 児 に お け る 麻 酔 薬 等 の 薬 理 学 的 利 用 、手 術 と の 関 係 、術 後 鎮 痛 な ど 。  

（ 4）当 直（ 週 1 回 ）お よ び 日 直（ 月 1 回 ）を 指 導 医 と と も に 行 う 。必 修 期 間 中 は 毎 朝 ICU・

HCU病 棟 あ る い は 新 生 児 未 熟 児 病 棟 の 回 診 に 参 加 す る （ 午 前 8 時 ～ 8 時 30 分 ）。  

（ 5） 小 児 科 CC（ 毎 週 水 曜 日 ）、 医 師 の 会 研 究 会 （ 毎 週 水 曜 日 ） に 参 加 す る 。 必 修 ・ 選 択

期 間 中 は 各 診 療 部 門 の 週 間 定 例 カ ン フ ァ レ ン ス に 参 加 す る 。  

（ 6） 教 材 は 下 記 を 用 い る 。  

  Nelson.Textbook of Pediatrics （ W.B.Saunders）  

    Current P ediatric Dignosis and Treatment （ McGraw- Hill ）  

  今 日 の 小 児 治 療 指 針 （ 医 学 書 院 ）  

  新 生 児 小 児 マ ニ ュ ア ル （ 東 京 医 学 社 ）  

  小 児 科 当 直 医 マ ニ ュ ア ル （ 診 断 と 治 療 社 ）  

 

Ⅴ  週 間 ス ケ ジ ュ ー ル  

（ 1） 小 児 科 （ 総 合 診 療 お よ び 小 児 救 急 ） ス ケ ジ ュ ー ル  

 月  火  水  木  金  

8:00～ 8:30  ICU 回 診  ICU 回 診  ICU 回 診  ICU 回 診  ICU 回 診  

9:00～ 12:00 外 来 診 療  

病 棟 ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ 

外 来 診 療  

 

外 来 診 療  

 

外 来 診 療  

 

外 来 診 療  

 

12:00 ～

13:00 

昼 休 み  昼 休 み  昼 休 み  昼 休 み  昼 休 み  

13:00 ～

17:00 

外 来 診 療  

ICU 診 療  

外 来 診 療  

ICU 診 療  

小 児 科 CC 

医 師 の 会  

外 来 診 療  

ICU 診 療  

外 来 診 療  

ICU 診 療  

17:00 ～

18:00 

症 例 検 討 会    抄 読 会   



  ＊ 症 例 に 応 じ て ICU で の 診 療 に あ た る （ 適 宜 ）。  

  ＊ 症 例 検 討 会 で は 研 修 医 も 積 極 的 に 症 例 呈 示 を 行 い 、 研 修 の 一 環 と す る 。  

  ＊ 開 頭 術 （ 脳 外 科 ）、 開 心 術 （ 一 般 外 科 ） な ど の 術 中 術 後 管 理 の 研 修 も 可 能 。  

（ 2） 新 生 児 未 熟 児 科 ス ケ ジ ュ ー ル  

 月  火  水  木  金  

8:30  当 直 報 告  

ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ 

当 直 報 告  

ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ 

当 直 報 告  

ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ 

当 直 報 告  

ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ 

当 直 報 告  

ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ 

9:00～ 12:00 病 棟 診 療  

病 棟 回 診  

病 棟 診 療  

 

病 棟 診 療  

 

病 棟 診 療  

遺 伝 科 回 診  

病 棟 診 療  

 

12:00 ～

13:00 

 抄 読 会 （ 2

名 ）  

  輪 読 会 （ 1

名 ）  

13:30 ～

14:30 

 

 

15:00 ～

15:30 

周 産 期 ｶﾝﾌｧﾚ

ﾝｽ 

母 子 保 健 室  

ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ 

病 棟 ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ 

病 棟 診 療  病 棟 診 療  

内 科 総 回 診  

 

内 科 CC 

医 師 の 会  

ﾚﾝﾄｹﾞﾝｶﾝﾌｧﾚ

ﾝｽ（13:00～ ） 

 

病 棟 診 療  

病 棟 診 療  

16:00 ～

17:00 

   胎 児 ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ  

17:00 当 直 引 継  当 直 引 継  当 直 引 継  当 直 引 継  当 直 引 継  

  ＊ オ ン コ ー ル の 医 師 は 10:30～ 母 性 病 棟 新 生 児 室 の 回 診 を 行 う 。  

  ＊ 火 曜 日 午 後 、 水 曜 日 午 前 、 木 曜 日 午 前 は フ ォ ロ ー ア ッ プ 外 来  

（ 3） 選 択 ス ケ ジ ュ ー ル ： 選 択 期 間 は 各 診 療 科 の 週 間 ス ケ ジ ュ ー ル に 沿 っ て 研 修 す る 。  

Ⅵ  概 要  

（ 1）病 床 数：病 院 部 門 329 床 ＋ 肢 体 不 自 由 児 施 設 50 床 ＋ 重 症 心 身 障 害 児 施 設 40 床（ 合

計 419 床 ）  

（ 2） 医 師 の 員 数 ： 常 勤 82 名 、 非 常 勤 （ 常 勤 換 算 ） 28 名  計 110 名  

（ 3） 日 本 国 内 唯 一 の 小 児 総 合 医 療 施 設 （ 養 護 学 校 併 設 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
〔 県 立 精 神 医 療 セ ン タ ー 芹 香 病 院 〕  

 

Ⅰ  研 修 目 標  

  精 神 科 医 と し て 基 本 的 な 専 門 的 診 療 能 力 を 身 に つ け 、 医 療 を 実 践 で き る 知 識 ・ 手 技

を 習 得 す る 。  

   

Ⅱ  研 修 内 容 と 到 達 目 標  

（ 1） 行 動 目 標 ： 医 療 人 と し て 必 要 な 基 本 姿 勢 ・ 態 度 を 身 に つ け る 。  

  ア  患 者（ 家 族 ）・医 師 間 の 良 好 な 人 間 関 係 の 確 立 。イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト が 実

施 で き る 。  

  イ  チ ー ム 医 療 ： 医 療 チ ー ム の 構 成 員 と し て の 役 割 を 理 解 し 、 幅 広 い 他 職 種 メ ン バ

ー と 協 調 で き る 。  

  ウ  問 題 対 応 能 力 ： 臨 床 上 の 疑 問 点 を 解 決 す る た め の 情 報 収 集 と そ の 評 価 ・ 応 用 を

身 に つ け 、 研 究 や 学 会 活 動 に 関 心 を 持 つ 。  

  エ  安 全 管 理 ： 医 療 現 場 で の 安 全 確 認 を 理 解 し 、 実 施 で き る 。  

  オ  医 療 面 接 ： 医 師 面 接 に お け る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 持 つ 意 義 を 理 解 し 、 コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル を 身 に つ け る 。  

  カ  症 例 呈 示 ： 症 例 呈 示 と 討 論 が で き る カ ン フ ァ レ ン ス や 学 術 集 会 に 参 加 す る 。  

  キ  診 療 計 画 ： 保 健 ・ 医 療 ・ 福 祉 の 各 側 面 に 配 慮 し つ つ 、 診 療 計 画 を 作 成 す る 。  

  ク  医 療 の 社 会 性 ： 医 療 の 持 つ 社 会 的 側 面 （ 保 健 医 療 法 規 制 度 、 医 療 保 険 ・ 公 費 負

担 医 療 等 ） を 理 解 し 、 医 の 倫 理 ・ 生 命 倫 理 に つ い て 理 解 し 、 行 動 で き る 。  

（ 2） 経 験 す べ き 精 神 医 学 的 手 法  

  ア  面 接 と 診 断 の 方 法 を 理 解 す る 。  

  イ  精 神 症 状 を 把 握 す る 。  

  ウ  治 療 計 画 を 作 成 す る 。  

  エ  薬 物 療 法 の 基 礎 を 学 ぶ 。  

  オ  精 神 療 法 の 基 礎 を 学 ぶ 。  

  カ  支 援 方 法 を 学 ぶ 。  

  キ  チ ー ム と し て 活 動 を す す め る 。  

  ク  地 域 生 活 支 援 の 実 際 を 知 る 。  

  ケ  精 神 科 救 急 を 学 ぶ 。  

（ 3） 経 験 す べ き 症 状 ・ 病 態 ・ 疾 患  

   統 合 失 調 症 、 気 分 （ 感 情 ） 障 害 、 精 神 作 用 物 質 関 連 障 害 、 神 経 症 性 障 害 、 身 体 表

現 性 障 害  

   頻 度 の 高 い 症 状 ： 不 眠 、 体 重 減 尐 と 増 加 、 頭 痛 、 め ま い 、 胸 痛 、 呼 吸 困 難  

   緊 急 を 要 す る 症 状 ・ 病 態 ： 初 期 治 療 に 参 加 、 精 神 科 救 急  

（ 4） 主 な 治 療 法  

  ア  個 人 精 神 療 法  



  イ  精 神 科 薬 物 療 法 な ど  

  ウ  心 理 社 会 療 法 ： 集 団 精 神 療 法 、 精 神 科 作 業 療 法 、 生 活 技 能 訓 練 、 デ イ ケ ア な ど  

（ 5） 主 な 検 査 法  

   臨 床 心 理 検 査 （ 知 能 検 査 、 性 格 検 査 ）、 神 経 心 理 学 的 検 査 、 脳 波 検 査 、 頭 部 CT 検

査 な ど  

Ⅲ  研 修 方 法  

（ 1）救 急 病 棟 に 配 属（ 3 か 月 間 ）。午 前 8 時 半 か ら 病 棟 で の 申 し 送 り 、チ ー ム カ ン フ ァ レ

ン ス 、 指 導 医 と と も に 病 棟 診 療 。 10 時 頃 か ら 外 来 予 診 ・ 診 療 。 午 後 、 病 棟 診 療 、 訪

問 看 護 な ど 各 種 グ ル ー プ 活 動 に 参 加 。  

（ 2）週 1 回 副 当 直 医 と し て 病 棟 当 直 を 行 い 、同 時 に 当 直 指 導 医 か ら 精 神 科 救 急 医 療 の 指

導 を 受 け る 。  

（ 3） 研 修 4 か 月 の う ち 、 2 週 間 ず つ デ イ ケ ア と せ り が や 病 院 （ 依 存 症 ・ 薬 物 中 每 ） で 研

修 す る 。  

（ 4） 週 1 回 病 棟 カ ン フ ァ レ ン ス 、 医 局 研 修 会 、 症 例 検 討 会 等 に 参 加 す る 。  

 

Ⅳ  そ の 他  

  精 神 科 研 修 修 了 時 に は 、 研 修 評 価 表 に 自 己 評 価 を 記 入 し 、 指 導 医 の 評 価 を 受 け る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
〔 県 立 が ん セ ン タ ー 〕  

 

Ⅰ  プ ロ グ ラ ム の 目 的  

  初 期 臨 床 研 修 を 通 し て 修 得 し た 基 礎 的 診 断 能 力 お よ び 技 術 を も と に 、 神 奈 川 県 立 が

ん セ ン タ ー の 「 基 本 理 念 」 に 基 づ い た が ん 医 療 の 実 際 を 体 験 す る こ と に よ り 、「 が ん 」

に 対 す る 診 断 か ら 治 療 へ の 一 貫 し た 診 療 の 流 れ を 把 握 し 、 が ん 診 療 に 適 切 に 対 応 で き

る 臨 床 能 力 を 身 に つ け る 。  

 

Ⅱ  一 般 目 標  

（ 1） 社 会 人 と し て の 常 識 と 態 度 を 身 に つ け る  

  ア  礼 儀 正 し い 言 葉 と 挨 拶 が 交 わ せ る 。  

  イ  清 潔 で さ っ ぱ り し た 身 だ し な み を す る 。  

  ウ  協 調 性 を 身 に つ け る 。  

（ 2） 研 修 医 と し て 習 得 す べ き こ と  

  ア  病 院 の 理 念 と 運 営 方 針 を 理 解 す る 。  

  イ  他 の 職 種 を 理 解 し 、 チ ー ム ワ ー ク を 築 く 。  

（ 3） 医 師 と し て 必 要 な 知 識 と 技 術 を 習 得 す る  

  ア  医 師 法 の 理 解 。  

  イ  守 秘 義 務 の 徹 底 。  

  ウ  保 健 医 療 の 徹 底  

  エ  診 療 に 必 要 な 医 療 面 接 、 身 体 診 療 、 診 療 録 の 記 載 が 適 切 に 行 え る 。  

  オ  慢 性 疾 患 や 高 齢 者 の 適 切 な 管 理 が 行 え る 。  

  カ  患 者 や 家 族 と 良 好 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が と れ 、患 者 を 取 り 巻 く 環 境 を 理 解 し 、

診 療 に の ぞ む 。  

  キ  対 処 で き な い 事 柄 は 上 司 、 他 科 、 他 施 設 に コ ン サ ル テ ー シ ョ ン で き る 判 断 力 を

身 に つ け る 。  

  ク  チ ー ム 医 療 の 実 践  

  ケ  終 末 期 医 療 の 理 解 と 研 修  

 

Ⅲ  行 動 目 標  

  臓 器 別 の「 が ん 」治 療 に 参 加 し（ 各 診 療 科 の 一 員 と な り ）、診 断 か ら 各 種 治 療 の 実 践

を 体 験 す る 。 確 実 な 診 断 に 基 づ い た 病 状 の 説 明 と 適 切 な 治 療 方 法 の 提 示 に よ り 患 者 が

病 状 を 理 解 し 、 納 得 し 、 最 適 な 治 療 を 決 定 す る 「 イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト 」 の 過 程

を 体 験 す る 。  

  ま た 、 終 末 期 に あ る 患 者 お よ び 家 族 と 身 近 に 接 し て 患 者 の 身 体 的 な 状 況 の 把 握 と と

も に 患 者 、 家 族 の 心 理 的 、 社 会 的 側 面 へ の 配 慮 を 行 い 、 緩 和 医 療 を 実 践 す る 。  

  具 体 的 な 行 動 目 標 は 各 科 の プ ロ グ ラ ム に 掲 載 さ れ て お り 、 そ れ ら の 中 で で き る だ け

多 く の 事 項 を 経 験 ・ 習 得 す る 。  



Ⅳ  プ ロ グ ラ ム の 特 徴  

（ 1）が ん セ ン タ ー で は「 が ん 」に 対 す る 各 種 先 進 の 診 断 技 術 と 手 術 、化 学 療 法 、放 射 線

療 法 等 に よ る 総 合 的 な 医 療 を 体 験 す る こ と が で き る 。  

（ 2） 緩 和 病 棟 で は 終 末 期 医 療 の チ ー ム の 一 員 と し て 実 践 を 積 む こ と が で き る 。  

（ 3） 放 射 線 科 、 検 査 科 の 専 門 性 の 高 い 技 師 か ら 指 導 を 受 け ら れ る 。  

 

Ⅴ  労 働 時 間  

  平 日 ： 8:30～ 17:00 

  土 日 祭 日 ： 原 則 休 み （ 各 科 で 異 な る ）  

  当 直  

 

Ⅵ  初 期 臨 床 研 修 委 員 会  

  委 員 長  副 院 長  

  委  員  診 療 科 部 長  

（ 1）初 期 臨 床 研 修 医 の 研 修 が 効 率 よ く 行 わ れ る よ う に 、各 診 療 科 を 調 整 し プ ロ グ ラ ム の

作 成 に あ た る 。  

（ 2） 研 修 期 間 終 了 時 点 で 研 修 医 の 実 績 を 各 科 の 指 導 医 が 評 価 す る 。  

（ 3） 研 修 医 の 評 価 に は 看 護 部 、 コ メ デ ィ カ ル 部 門 の 意 見 を 参 考 と す る 。  

（ 4） 上 記 を も と に 研 修 委 員 会 は 研 修 医 の 最 終 的 な 評 価 を 病 院 長 に 報 告 す る 。  

 

〔 緩 和 医 療 科 〕  

Ⅰ  対 象 ： 卒 後 初 期 臨 床 研 修 ・ ロ ー テ イ ト 方 式  

  研 修 医 2 名   研 修 期 間 4 週 間  

 

Ⅱ  研 修 目 標  

  終 末 期 患 者 の 全 人 的 苦 痛 を 理 解 し 、 多 職 種 ア プ ロ ー チ に よ る チ ー ム 医 療 に よ る 苦 痛

の 軽 減 を 目 指 す こ と に 関 す る 知 識 と 実 践 を 経 験 す る 。  

 

Ⅲ  行 動 目 標  

（ 1） 臨 床 医 と し て 終 末 期 を 迎 え た 患 者 の 苦 痛 を 早 期 に 把 握 し 、 対 応 で き る よ う に す る 。 

（ 2） 他 の 職 種 と の チ ー ム 医 療 が 適 切 に で き る よ う に す る 。  

（ 3） 疼 痛 の 病 態 が 理 解 で き て い る 。  

  ア  体 性 痛  

  イ  内 臓 痛  

  ウ  神 経 因 性 疼 痛  

（ 4） 疼 痛 に 対 す る 適 切 な 処 置 が で き て い る 。  

  ア  WHO疼 痛 ラ ダ ー が 理 解 で き て い る 。  

  イ  NSAIDsの 適 切 な 使 い 方 が で き る 。  

  ウ  weak opioid の 適 切 な 使 い 方 が で き る 。  

エ  strong opioid の 適 切 な 使 い 方 が で き る 。  



  オ  鎮 痛 補 助 薬 の 適 切 な 使 い 方 が で き る 。  

（ 5） 患 者 の 全 人 的 な 苦 痛 が 把 握 で き る 。  

  ア  身 体 的 苦 痛 が 理 解 で き て い る 。  

  イ  社 会 的 苦 痛 が 理 解 で き て い る 。  

  ウ  心 理 的 苦 痛 が 理 解 で き て い る 。  

エ  霊 的 苦 痛 が 理 解 で き て い る 。  

  オ  全 人 的 苦 痛 が 理 解 で き て い る 。  

（ 6） チ ー ム 医 療 が 展 開 で き る 。  

  ア  他 職 種 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 図 れ る 。  

  イ  チ ー ム を ま と め て い く こ と が で き る 。  

（ 7） 終 末 期 患 者 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 図 れ る 。  

（ 8） 家 族 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 図 れ る 。  

（ 9） 鎮 静 の 条 件 と 適 応 が 理 解 で き て い る 。  

（ 10） 遺 族 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 図 れ る 。  

 

Ⅳ  研 修 方 法  

（ 1） 緩 和 ケ ア 病 棟 （ 定 床 17 床 ） に お い て 指 導 医 の も と に 、 全 入 院 患 者 を 対 象 と し て 研

修 を 行 う 。  

（ 2）病 棟 カ ン フ ァ レ ン ス に は 欠 か さ ず 出 席 し 、各 職 種 と の 意 見 交 換 を 行 い 、ケ ア の 方 針

を 決 定 す る 。  

（ 3） 主 治 医 、 看 護 係 長 に よ る 病 室 訪 問 に 同 行 す る 。  

（ 4） 主 治 医 、 看 護 師 に よ る 病 状 説 明 に 同 席 す る 。  

（ 5） 入 院 患 者 に 対 し て 病 態 を 把 握 し 、 医 学 的 な 処 置 を 行 う 。  

（ 6） 主 治 医 へ の 夜 間 緊 急 呼 び 出 し に 対 し て は 、 基 本 的 に 必 ず 同 行 す る 。  

（ 7） 主 治 医 に よ る 死 亡 確 認 に 立 ち 会 う 。  

（ 8） 各 種 学 会 、 検 討 会 に 参 加 す る 。  

（ 9） 教 科 書 ： Oxford textbook of pall iative medicine （ Oxford University Press ）  

       緩 和 医 療 学  

       最 新 の 論 文  

 

Ⅴ  週 間 ス ケ ジ ュ ー ル  

  月 ： 病 棟 カ ン フ ァ レ ン ス （ 8:30・ 13:10）、 病 棟 診 療  

  火 ： 病 棟 カ ン フ ァ レ ン ス （ 8:30・ 13:10）、 病 棟 診 療 、 緩 和 医 療 外 来 、 判 定 会 議  

  水 ： 病 棟 カ ン フ ァ レ ン ス （ 8:30・ 13:10）、 病 棟 診 療  

  木 ： 病 棟 カ ン フ ァ レ ン ス （ 8:30・ 13:10）、 病 棟 診 療  

  金 ： 病 棟 カ ン フ ァ レ ン ス （ 8:30・ 13:10）、 病 棟 診 療 、 緩 和 医 療 外 来 、 判 定 会 議  

  こ の 他 に 指 導 医 は 各 診 療 科 の 診 察 が あ る 。  

 

〔 呼 吸 器 科 （ 内 科 、 外 科 ）〕  

Ⅰ  対 象 ： 卒 後 初 期 臨 床 研 修 ・ ロ ー テ イ ト 方 式 研 修 期 間 3 週 間 程 度  



 

Ⅱ  研 修 目 標  

  呼 吸 器 悪 性 腫 瘍 の 診 療 に 関 す る 基 本 的 あ る い は 専 門 的 内 容 に つ い て 、 特 に 内 科 面 に

関 す る こ と に つ い て 判 断 で き る 能 力 を 身 に つ け る 。  

 

Ⅲ  行 動 目 標  

（ 1） 胸 部 聴 診 が き ち ん と で き 、 正 常 と 異 常 を 判 別 で き る 。  

（ 2） 胸 部 エ ッ ク ス 線 写 真 の 所 見 を 述 べ る こ と が で き 、 正 常 と 異 常 を 判 別 で き る 。  

（ 3） 胸 部 エ ッ ク ス 線 所 見 か ら 肺 が ん で あ る か 否 か を 鑑 別 す る こ と が で き る 。  

（ 4） 胸 部 CT所 見 に つ い て 述 べ る こ と が で き る 。  

（ 5） 胸 部 CT所 見 か ら 肺 が ん で あ る か 否 か を 鑑 別 す る こ と が で き る 。  

（ 6） 呼 吸 器 悪 性 腫 瘍 で あ る 場 合 の 適 切 な 診 断 指 針 を 立 て る こ と が で き る 。  

（ 7） 呼 吸 機 能 検 査 の 結 果 に つ い て 判 断 で き る 。  

（ 8） 動 脈 血 ガ ス 分 析 の 結 果 に つ い て 判 断 で き る 。  

（ 9） 抗 生 物 質 の 適 応 と 副 作 用 に つ い て 述 べ る こ と が で き 、 適 正 な 使 用 が で き る 。  

（ 10） 抗 が ん 剤 の 適 応 と 副 作 用 に つ い て 述 べ る こ と が で き る 。  

（ 11） 肺 が ん 病 期 別 の 治 療 指 針 に つ い て 述 べ る こ と が で き る 。  

（ 12） Ⅲ 期 非 小 細 胞 肺 が ん の 治 療 方 針 を 立 て る こ と が で き る 。  

（ 13） Ⅳ 期 非 小 細 胞 肺 が ん の 治 療 方 針 を 立 て る こ と が で き る 。  

（ 14） 限 局 型 小 細 胞 肺 が ん の 治 療 方 針 を 立 て る こ と が で き る 。  

（ 15） 進 展 型 小 細 胞 肺 が ん の 治 療 方 針 を 立 て る こ と が で き る 。  

（ 16） 高 齢 者 PS不 良 の 進 行 肺 が ん 例 に お け る 治 療 方 針 を 立 て る こ と が で き る 。  

（ 17） 患 者 や 家 族 へ の 病 状 の 説 明 と 同 意 に つ い て 述 べ る こ と が で き る 。  

（ 18） 緩 和 ケ ア に つ い て 方 針 を 述 べ る こ と が で き る 。  

 

Ⅳ  研 修 方 法  

  主 に A6 病 棟 で 研 修 す る 。入 院 患 者 の 中 か ら 適 当 な 症 例 を 選 択 し 、担 当 医 と な る 。特

定 の 主 治 医 の も と で 研 修 す る の で は な く 、担 当 患 者 に つ き 各 主 治 医 か ら 指 導 す る 。胸 部

エ ッ ク ス 線 写 真 の 読 影 、 胸 部 CTの 読 影 、 気 管 支 鏡 フ ィ ル ム の 読 影 に つ い て は 、 受 け 持

ち 患 者 に 限 ら ず 、随 時 症 例 が あ る と き に 研 修 し 、金 曜 朝 に は 気 管 支 鏡 フ ィ ル ム カ ン フ ァ

レ ン ス 、 同 日 午 後 2 時 か ら 肺 が ん 切 除 例 に 切 り 出 し 、 4 時 30 分 か ら 胸 部 カ ン フ ァ レ ン

ス を 行 う 。 木 曜 午 後 に は 胸 部 CT撮 影 を 行 う （ 薄 切 CTな ど ）。  

 

Ⅴ  週 間 ス ケ ジ ュ ー ル  

        午 前          午 後            夕 方  

月 ： 病 棟 診 察          病 棟 診 察  

  火 ： 病 棟 診 察  気 管 支 鏡 検 査   病 棟 診 察 ・ 病 棟 CC 

  水 ： 病 棟 診 察          病 棟 診 察  

  木 ： 病 棟 診 察          CT撮 影 ・ CT透 視 下 生 検   CT読 影  

  金 ： 病 棟 診 察  気 管 支 鏡 検 査   病 理 切 り 出 し        X 線 CC 



Ⅵ  呼 吸 器 内 科 概 要  

  肺 が ん を 中 心 と し た 呼 吸 器 悪 性 腫 瘍 に つ い て 、 胸 部 CT（ Thin - section CT を 含 む ）、

気 管 支 鏡 、 CT 透 視 下 肺 ・ 縦 隔 ・ 胸 膜 生 検 な ど を 行 っ て 確 定 診 断 を つ け 、 切 除 可 能 例 は

呼 吸 器 外 科 に 、放 射 線 照 射 適 応 例 は 放 射 線 治 療 科 に そ れ ぞ れ 治 療 を 依 頼 す る 。化 学 療 法

適 応 例 は 引 き 続 き 呼 吸 器 内 科 で 治 療 方 針 を 決 定 し 施 行 す る 。種 々 の 臨 床 試 験 に 適 合 す る

症 例 に つ い て は 、そ の 旨 の 説 明 を し て イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト が 得 ら れ た 場 合 に は そ

れ ら を 実 施 し 、得 ら れ な い 場 合 に は 実 地 医 療 と し て の 化 学 療 法 ま た は 最 良 支 持 療 法 を 行

う 。他 院 か ら の 紹 介 例 の う ち 、セ カ ン ド オ ピ ニ オ ン に つ い て も 積 極 的 に 行 う 。末 期 症 例

や 終 末 期 症 例 に つ い て は 当 科 で 看 取 る ほ か に 、当 施 設 の 緩 和 ケ ア 科 や 他 院 緩 和 ケ ア 病 棟

あ る い は 一 般 病 院 へ 紹 介 す る （ 病 病 ・ 病 診 連 携 ）。  

 

〔 呼 吸 器 外 科 〕  

Ⅰ  対 象 ： 卒 後 初 期 臨 床 研 修 ・ ロ ー テ イ ト 方 式  研 修 期 間 4 週 間  

 

Ⅱ  研 修 目 標  

  呼 吸 器 領 域 悪 性 腫 瘍 の 外 科 診 断 学 、 病 態 生 理 、 適 切 な 治 療 法 の 選 択 お よ び 外 科 的 治

療 技 術 や 周 術 期 管 理 に 関 す る 基 本 的 知 識 を 身 に つ け 、 実 践 で き る よ う に す る 。  

 

Ⅲ  行 動 目 標  

（ 1） 胸 部 聴 診 で 正 常 ・ 異 常 の 判 別 が で き る 。  

（ 2） 胸 部 エ ッ ク ス 線 写 真 の 所 見 を 述 べ る こ と が で き る 。  

（ 3） 胸 部 CTの 所 見 を 述 べ る こ と が で き る 。  

（ 4） 呼 吸 機 能 検 査 の 結 果 を 解 析 す る こ と が で き る 。  

（ 5） 動 脈 血 ガ ス 分 析 の 結 果 を 解 析 す る こ と が で き る 。  

（ 6） 肺 が ん 病 期 別 の 治 療 指 針 に つ い て 立 て る こ と が で き る 。  

（ 7） 肺 が ん の 手 術 適 応 に つ い て 理 解 で き る 。  

（ 8） 肺 が ん に 対 す る 術 式 の 内 容 を 理 解 で き る 。  

（ 9） 肺 が ん 術 前 患 者 の リ ス ク 評 価 が で き る 。  

（ 10） 術 後 胸 部 ポ ー タ ブ ル エ ッ ク ス 線 写 真 の 所 見 を 述 べ る こ と が で き る 。  

（ 11） 呼 吸 器 外 科 術 後 の 術 創 の 管 理 が で き る 。  

（ 12） 胸 腔 穿 刺 を 実 施 で き る 。  

（ 13） 胸 腔 ド レ ー ン を 挿 入 で き る 。  

（ 14） 術 後 胸 腔 ド レ ー ン の 管 理 が で き る 。  

（ 15） 開 胸 術 後 の 病 態 生 理 を 理 解 で き る 。  

（ 16） 術 後 合 併 症 の 種 類 と 内 容 に つ い て 述 べ る こ と が で き る 。  

（ 17） 患 者 や 家 族 へ の 病 状 の 説 明 と 同 意 に つ い て 述 べ る こ と が で き る 。  

 

Ⅳ  研 修 方 法  

  A6 病 棟 お よ び B4 病 棟（ ICU・HCU）で 研 修 す る 。当 科 で は チ ー ム 医 療 制 で 診 療 に あ た

っ て い る 。従 っ て チ ー ム の 一 員 と し て 研 修 を 行 う こ と に な る 。上 記 の 研 修 目 標 を 達 成 す



る う え で 、他 の メ ン バ ー と の リ ア ル タ イ ム か つ 密 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン は 欠 か す こ と が

で き な い 要 素 で あ り 、 こ の 点 の 指 導 も き わ め て 重 要 視 し て い る 。  

 

Ⅴ  週 間 ス ケ ジ ュ ー ル  

  病 棟 回 診 ： 月 ～ 金  朝 夕 回 診  

  手 術 日 ： 月 ・ 水 ・ 木  午 前 午 後 （ 全 日 ）  

  カ ン フ ァ レ ン ス ： 火  午 後  術 前 検 討 会 、  

 金  午 前  抄 読 会  

          金  午 後  切 除 標 本 切 り 出 し 、 胸 部 カ ン フ ァ レ ン ス  

 

〔 消 化 器 外 科 （ 食 道 〕  

Ⅰ  対 象 ： 卒 後 初 期 臨 床 研 修 ・ ロ ー テ イ ト 方 式  研 修 期 間 2 週 間  

 

Ⅱ  研 修 目 標  

  外 科 治 療 を 中 心 と し た 食 道 癌 の 標 準 治 療 を 体 験 し 、 食 道 癌 の 進 行 度 と 患 者 の 全 身 状

態 に 見 合 っ た 治 療 体 系 を 習 得 す る 。  

 

Ⅲ  行 動 目 標  

   一 般 の 消 化 器 外 科 医 と し て 、食 道 癌 に 対 す る 化 学 療 法 、化 学 放 射 線 療 法 、手 術 に つ い

て 体 験 し 、 食 道 癌 の 集 学 的 治 療 体 系 を 習 得 す る 。  

（ 1） 食 道 癌 の 診 断 が で き る 。  

  ア  食 道 造 影  

  イ  食 道 内 視 鏡 （ 色 素 内 視 鏡 も 含 む ）  

  ウ  CT検 査 の 読 み  

  エ  治 療 の 効 果 判 定 法 と 実 際  

  オ  病 理 組 織 診 断  

（ 2） 化 学 療 法 を 理 解 す る 。  

  ア  化 学 療 法 の レ ジ メ ン を 理 解 す る  

  イ  化 学 療 法 の 有 害 反 応 （ 事 象 ） の 程 度 判 定  

  ウ  有 害 反 応 の 予 防 と 対 処 を 理 解 す る  

  エ  化 学 療 法 の 奏 効 率  

（ 3） 放 射 線 療 法 を 理 解 す る  

  ア  放 射 線 治 療 の 照 射 方 法  

  イ  放 射 線 の 有 害 反 応 （ 事 象 ）  

  ウ  放 射 線 治 療 の 奏 効 率  

  エ  化 学 療 法 と の 併 用 療 法  

（ 4） 食 道 癌 に 対 す る 外 科 治 療 の 理 解  

  ア  手 術 適 応  

  イ  手 術 術 式  

  ウ  手 術 成 績  



  エ  手 術 後 の 機 能 障 害  

  オ  手 術 後 の 患 者 管 理  

  カ  手 術 の 基 本 手 技  

 

Ⅳ  研 修 方 法  

（ 1） 食 道 外 科 病 棟 （ 定 床 18 床 ） に お い て 指 導 医 の も と に 全 入 院 患 者 を 対 象 と し て 研 修

を 行 う 。 術 前 、 術 後 の 患 者 の 管 理 に 関 し て は 積 極 的 に 参 加 す る 。 周 術 期 の 検 査 、 処

置 は 指 導 医 と と も に 参 加 す る 。 患 者 お よ び 家 族 に 対 す る 指 導 医 の 面 談 に 立 ち 会 う 。  

（ 2） 臨 床 試 験 に 関 し て も 指 導 医 と と も に 参 加 す る 。 CRFの 記 入 の し か た も 体 験 す る 。  

（ 3） 休 日 も 含 め 1 週 間 に 最 低 限 1 回 の 当 直 を 指 導 医 の も と に 行 う 。  

（ 4）食 道 手 術 に 助 手 と し て 参 加 す る 。開 胸 手 技 は 指 導 医 の も と に 行 う 。食 道 癌 根 治 手 術

の 全 体 を 助 手 と し て 体 験 す る 。  

（ 5） 切 除 標 本 の 病 理 切 り 出 し （ 毎 週 木 曜 日 午 後 ） に 参 加 す る 。  

（ 6） 食 道 疾 患 カ ン フ ァ レ ン ス （ 毎 週 木 曜 日 夕 方 ） に 参 加 す る 。  

 

〔 消 化 器 外 科 （ 胃 ）〕  

Ⅰ  対 象 ： 卒 後 初 期 臨 床 研 修  4 週 間 程 度  

 

Ⅱ  研 修 目 標  

  胃 癌 患 者 を 初 期 医 療 と し て 診 療 す る と き の 基 本 的 な 知 識 と 患 者 対 応 （ 接 遇 ） の 方 法

に つ い て 研 修 す る 。  

 

Ⅲ  行 動 目 標  

  研 修 科 目 （ 消 化 器 内 科 、 内 視 鏡 科 、 消 化 器 外 科 ）  

（ 1） 実 地 診 療 に お け る オ ー ダ リ ン グ シ ス テ ム を 理 解 す る 。  

（ 2） 胃 癌 の 診 断 が で き る （ 消 化 器 内 科 、 内 視 鏡 科 に 依 頼 ）。  

（ 3） 手 術 の 適 応 に つ い て 理 解 す る 。  

（ 4） 術 前 患 者 の リ ス ク 評 価 が で き る 。  

  ア  胃 癌 の ク リ ニ カ ル パ ス の 考 え 方 を 理 解 す る 。  

  イ  胃 癌 手 術 術 式 の 理 解 が で き る 。  

  （ ｱ）EMR  

  （ ｲ） 局 所 切 除 術 

  （ ｳ） 部 分 切 除 術 

  （ ｴ） 胃 全 摘 術 

  （ ｵ）sentinel node navigation surgery  

  （ ｶ） 廓 清 術 

  ウ  術 中 管 理 が で き る （ 麻 酔 科 に 依 頼 ）  

  エ  術 前 ・ 術 後 管 理 が で き る  

  （ ｱ）IVH 挿 入  

  （ ｲ） 補 液 管 理 



  （ ｳ） 抗 生 物 質 の 使 用 方 法 

  （ ｴ） 全 身 管 理 

  オ  以 下 の 手 術 が 指 導 医 の 監 督 下 に で き る  

  （ ｱ） 試 験 開 腹 術  

  （ ｲ） 試 験 切 除 術 

  （ ｳ） 診 断 的 腹 腔 鏡 

  （ ｴ） 腸 閉 塞 解 除 術 

  （ ｵ） バ イ パ ス 術 （ 吻 合 術 ） 

  （ ｶ） 器 械 吻 合 術 

（ 5） 外 来 の 経 過 観 察 の 方 法 を 理 解 す る 。  

（ 6） 感 染 対 策 が で き る 。  

  ア  手 術 患 者 の 消 每 が で き る 。  

  イ  外 来 患 者 、 入 院 患 者 の 創 傷 の 処 置 が で き る  

（ 7） 胃 癌 の 化 学 療 法 に つ い て 理 解 が で き る 。  

（ 8） 手 術 療 法 や 化 学 療 法 か ら 緩 和 ケ ア へ の 切 り 替 え が で き る 。  

（ 9） 終 末 期 の 患 者 な ら び に 家 族 と の 応 対 が で き る 。  

 

Ⅳ  研 修 方 法  

（ 1） 癌 の 入 院 患 者 お よ び 外 来 通 院 患 者 を 対 象 と し て 指 導 医 の も と で 診 療 す る 。  

（ 2）入 院 患 者 は 消 化 器 外 科 病 棟（ 主 に B 棟 7 階 ）に て 診 療 、外 来 は 診 察 室 、治 療 室 に お

い て 診 療 研 修 を 行 う 。  

（ 3） 消 化 器 内 科 、 内 視 鏡 科 の 診 断 を 見 学 す る （ 部 長 が 両 科 の 部 長 に 依 頼 ）。  

（ 4） 麻 酔 科 の 管 理 が で き る （ 部 長 が 麻 酔 科 の 部 長 に 依 頼 す る ）。  

（ 5） 定 期 の 消 化 器 カ ン フ ァ レ ン ス （ 毎 週 火 曜 日 15： 30～ ） に 参 加 す る 。  

（ 6） 外 来 は 主 治 医 の 外 来 日 に 立 ち 会 う （ 8： 30～ ）。  

（ 7） 手 術 中 の 麻 酔 管 理 を 手 伝 う （ 麻 酔 科 に 部 長 が 依 頼 ）。  

（ 8） 主 治 医 受 け 持 ち 患 者 の 術 前 術 後 の 指 示 を 主 治 医 と と も に 出 す 。  

（ 9） 定 時 手 術 お よ び 臨 時 手 術 に 助 手 と し て 参 加 す る 。  

（ 10） 病 棟 お よ び 外 来 の 処 置 を 行 う 。  

（ 11） 院 内 カ ン フ ァ レ ン ス ・ 院 内 セ ミ ナ ー な ど に 参 加 す る 。  

（ 12） 臨 床 試 験 に お い て 主 治 医 の 患 者 説 明 （ IC の と り 方 ） を 聞 く 。 ま た 臨 床 試 験 に 参 加

し 、 CRFの 記 入 法 な ど に つ い て 学 ぶ 。  

（ 13） レ セ プ ト の チ ェ ッ ク （ 適 正 な 診 療 報 酬 請 求 ） に つ い て 主 治 医 や 医 事 課 職 員 か ら 指

導 を 受 け る 。  

 

Ⅴ  週 間 ス ケ ジ ュ ー ル  

       午 前         午 後  

  月  手 術 （ 外 来 ）      手 術  

  火  手 術          カ ン フ ァ レ ン ス  

  水  外 来 （ 麻 酔 科 研 修 ）   （ 内 科 研 修 ）  



  木  手 術          切 り 出 し  

  金  外 来          （ 内 科 研 修 ）  

  土  病 棟 当 番        （ 緩 和 ケ ア 研 修 ）  

  日  日 直 （ 当 直 ）  

 

〔 消 化 器 外 科 （ 大 腸 ）〕  

Ⅰ  対 象 ： 卒 後 初 期 臨 床 研 修 医  

 

Ⅱ  研 修 目 標  

  消 化 器 癌 に 愛 す る 治 療 の 上 で 必 要 な 基 本 的 知 識 、 技 能 の 習 得 。  

 

Ⅲ  行 動 目 標  

  消 化 器 癌 に 関 し て 治 療 方 針 、 手 術 適 応 の 適 切 な 判 断 が 下 せ る 。  

（ 1） 診 断 ・ 読 影 に つ い て  

  ア  注 腸 造 影  

  イ  大 腸 内 視 鏡  

  ウ  超 音 波 内 視 鏡  

  エ  全 身 CT 

  オ  全 身 MRI 

  カ  腹 部 超 音 波  

  キ  腹 部 血 管 造 影  

（ 2） 手 術 適 応  

ア  結 腸 癌  

イ  直 腸 癌  

ウ  肝 転 移  

エ  肺 転 移  

オ  骨 盤 内 再 発  

カ  リ ン パ 節 転 移  

キ  腹 膜 転 移  

（ 3） 手 術 術 式  

  ア  結 腸 右 半 切 除  

  イ  横 行 結 腸 切 除  

  ウ  結 腸 左 半 切 除  

  エ  S 状 結 腸 切 除  

  オ  高 位 前 方 切 除  

  カ  低 位 前 方 切 除  

  キ  直 腸 切 断  

（ 4） 化 学 療 法  

  ア  術 後 補 助 療 法  

  イ  再 発 例 に 対 す る 主 療 法  



Ⅳ  研 修 方 法  

（ 1） 病 棟 に お い て 指 導 医 と と も に 入 院 患 者 の 診 療 に 参 加 。  

（ 2） 消 化 器 内 科 と の カ ン フ ァ レ ン ス に 参 加 。  

（ 3） 手 術 に つ い て 助 手 参 加 ま た は 見 学 。  

 

Ⅴ  週 間 ス ケ ジ ュ ー ル  

  月   病 棟 回 診 ・ 手 術 ・ 病 棟 回 診  

  火   病 棟 回 診 ・ 消 化 器 内 科 ・ 外 科 術 前 カ ン フ ァ レ ン ス ・ 病 棟 次 週 手 術 計 画  

  水   病 棟 回 診 ・ 手 術 ・ 手 術 室 次 週 手 術 予 定 会 議 ・ 手 術 ・ 病 棟 回 診  

  木   病 棟 回 診 ・ 病 理 標 本 切 り 出 し ・ 病 棟 回 診  

  金   抄 読 会 ・ 病 棟 カ ン フ ァ レ ン ス ・ 手 術 ・ 病 棟 回 診 ・ 消 化 器 ア ン ギ オ ・ カ ン フ ァ

レ ン ス  

 

〔 消 化 器 外 科 （ 肝 胆 膵 ）〕  

Ⅰ  対 象 ： 卒 後 初 期 臨 床 研 修 ・ ロ ー テ イ ト 方 式  研 修 期 間 4 週 間  

 

Ⅱ  研 修 目 標  

  消 化 器 外 科 医 と し て 、 当 領 域 の 基 礎 的 知 識 を 習 得 す る 。  

 

Ⅲ  行 動 目 標  

  外 科 的 治 療 に お い て 、 周 術 期 の 適 切 な 対 応 を 考 え 判 断 で き る 。  

（ 1） 患 者 の 術 前 全 身 状 態 ・ 各 臓 器 機 能 の 評 価 お よ び リ ス ク 評 価  

  ア  ADL 

  イ  CNS 

  ウ  心 ・ 肺 ・ 腎  

  エ  肝 ・ 胆 ・ 膵  

  オ  患 者 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  

（ 2） 各 種 画 像 診 断 に よ る 病 変 の 評 価  

  ア  肝 癌 STAGE分 類 ・ 転 移 性 肝 癌  

  イ  胆 道 癌 STAGE分 類  

  ウ  膵 癌 STAGE分 類  

（ 3） 外 科 的 治 療 選 択 ・ 適 応 の 決 定  

  ア  肝 臓 領 域  

  イ  胆 道 領 域  

  ウ  膵 臓 領 域  

（ 4） 合 併 症 お よ び そ の 対 策  

（ 5） 患 者 ・ 家 族 へ の イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト の 重 要 性 の 理 解  

 

Ⅳ  研 修 方 法  

  入 院 患 者 を 対 象 と し て 院 内 各 施 設 で 指 導 医 の も と に 周 術 期 の 研 修 を 行 う 。  



 

Ⅴ  週 間 ス ケ ジ ュ ー ル  

  月   病 棟 回 診 ・ 手 術 ・ 病 棟 回 診  

  火   病 棟 回 診 ・ 消 化 器 内 科 ・ 外 科 術 前 カ ン フ ァ レ ン ス ・ 病 棟 次 週 手 術 計 画  

  水   病 棟 回 診 ・ 手 術 ・ 手 術 室 次 週 手 術 予 定 会 議 ・ 手 術 ・ 病 棟 回 診  

  木   病 棟 回 診 ・ 病 理 標 本 切 り 出 し ・ 病 棟 回 診  

  金   抄 読 会 ・ 病 棟 カ ン フ ァ レ ン ス ・ 手 術 ・ 病 棟 回 診 ・ 消 化 器 ア ン ギ オ ・ カ ン フ ァ

レ ン ス  

 

〔 乳 腺 外 科 〕  

Ⅰ  対 象 ： 卒 後 初 期 臨 床 研 修 ・ ロ ー テ イ ト 方 式  研 修 期 間 4 週 間  

 

Ⅱ  研 修 目 標  

  第 一 線 の 臨 床 医 と し て 、 乳 腺 疾 患 の 診 断 が 適 切 に で き 、 ま た 手 術 適 応 に 関 し て 適 切

な 判 断 が 下 せ る た め に 基 本 的 な 外 科 的 知 識 、 技 能 、 態 度 を 身 に つ け る 。  

 

Ⅲ  行 動 目 標  

  臨 床 医 と し て 多 様 な 病 態 を 呈 す る 乳 腺 疾 患 患 者 に 対 し 、 適 切 な 診 断 法 の 体 得 お よ び

見 学 、 手 術 法 の 習 得 な ら び に 見 学 。  

（ 1） 診 断  

  ア  問 診 と 病 歴 の と り 方  

  イ  視 触 診  

  ウ  病 期 分 類  

  エ  乳 房 画 像 診 断  

  （ ｱ） マ ン モ グ ラ フ ィ 

  （ ｲ） 超 音 波 診 断 

  （ ｳ） 乳 管 造 影 

  （ ｴ） 乳 管 内 視 鏡 

  オ  骨 シ ン チ グ ラ フ ィ CT（ 乳 房 外 ）  

  カ  MRI（ 乳 房 外 ）  

  キ  超 音 波 診 断 （ 乳 房 外 ）  

  ク  腫 瘍 マ ー カ ー  

  ケ  細 胞 診  

  （ ｱ） 穿 刺 吸 引 細 胞 診 

  （ ｲ） 超 音 波 ガ イ ド 下 細 胞 診 

  コ  針 生 検  

  （ ｱ） ス テ レ オ ガ イ ド 下 針 生 検 

  （ ｲ） 超 音 波 ガ イ ド 下 針 生 検 

  カ  外 科 的 生 検  

（ 2） 治 療  



  ア  治 療 方 針 の 適 応 決 定  

  イ  局 所 療 法  

  （ ｱ） 手 術 

    a 乳 房 切 除  

    b 乳 房 温 存 手 術  

    c リ ン パ 節 郭 清  

    d セ ン チ ネ ル リ ン パ 節 生 検  

  （ ｲ） 全 身 療 法 

    a 化 学 療 法  

    b 内 分 泌 療 法  

    c そ の 他  

ウ  治 療 効 果 の 判 定  

  エ  薬 物 有 害 反 応  

  オ  リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン  

  カ  緩 和 ・ 終 末 期 医 療  

 

Ⅳ  研 修 方 法  

（ 1）外 科 病 棟（ A5、A7 病 棟 ）に お い て 指 導 医 の も と に 全 入 院 患 者 を 対 象 と し て 研 修 を 行

う 。 術 前 ・ 術 後 の 管 理 に 関 し て は 積 極 的 に 参 加 す る 。 周 術 期 の 検 査 は 指 導 医 と と も

に 参 加 す る 。 手 術 患 者 お よ び 家 族 に 対 す る 主 治 医 の 面 談 に 立 ち 会 う 。  

（ 2） 定 時 手 術 、 臨 時 手 術 に 助 手 と し て 参 加 す る 。  

（ 3） 休 日 を 含 め 1 か 月 に 最 小 限 6 回 の 当 直 を 指 導 医 の も と に 行 う 。  

（ 4） 病 棟 お よ び 外 来 の 処 置 お よ び 回 診 に 参 加 す る 。  

（ 5） 術 前 カ ン フ ァ レ ン ス に 参 加 す る 。  

（ 6） 抄 読 会 に 参 加 す る 。  

（ 7） 下 記 の 教 材 を 用 い る 。  

  ア  乳 腺 外 科 の 要 点 と 盲 点 （ 文 光 堂 ）  

  イ  非 浸 潤 性 乳 管 癌 の 基 礎 と 臨 床 （ 篠 原 出 版 新 社 ）  

  ウ  マ ン モ グ ラ フ ィ ガ イ ド ラ イ ン （ 医 学 書 院 ）  

  エ  乳 癌 患 者 に リ ン パ 節 郭 清 は 省 け る か （ 協 和 企 画 通 信 ）  

  オ  再 発 乳 癌 治 療 ガ イ ド ブ ッ ク （ 南 江 堂 ）  

 

Ⅴ  週 間 ス ケ ジ ュ ー ル  

         午 前          午 後  

月   外 来 ・ 手 術        外 来 ・ 手 術  

     摘 出 標 本 切 り 出 し  

火   外 科 的 生 検        超 音 波 下 細 胞 診  

   摘 出 標 本 切 り 出 し     超 音 波 下 針 生 検  

               カ ン フ ァ レ ン ス  

  水   外 来 ・ 手 術        外 来 ・ 手 術  



  木   外 来 ・ 手 術        外 来 ・ 手 術  

                 ス テ レ オ ガ イ ド 下 針 生 検  

  金   抄 読 会 ・ 外 来 ・ 手 術    外 来 ・ 手 術  

 

〔 血 液 ・ 化 学 療 法 ・ 輸 血 医 療 科 〕  

Ⅰ  対 象 ： 卒 後 初 期 臨 床 研 修 ・ ロ ー テ イ ト 方 式  研 修 期 間 4 週 間  

 

Ⅱ  研 修 目 標  

  臨 床 医 と し て 、 症 状 、 身 体 所 見 お よ び 血 液 異 常 か ら そ の 病 態 を 把 握 し 、 鑑 別 診 断 の

検 査 を 進 め ら れ る こ と 、緊 急 対 応 が 必 要 か ど う か の 判 断 が で き る こ と 、化 学 療 法 に お け

る 合 併 症 に つ き 理 解 を 深 め 、化 学 療 法 を 遂 行 で き る 能 力 を 身 に つ け る こ と 、輸 血 に 関 す

る 基 本 技 術 を 身 に つ け 、 適 正 な 輸 血 療 法 を 身 に つ け る 。  

 

Ⅲ  行 動 目 標 ・ 経 験 目 標  

（ 1） 医 療 面 接 、 身 体 所 見 の 取 り 方 、 必 要 な 検 査 計 画 の 作 成  

  ア  病 歴 の 聴 取 と 系 統 的 な 身 体 診 察 を 行 い 、 こ れ を 記 載 し 、 問 題 点 を 適 切 に 把 握 で

き る 。  

  イ  ア の 結 果 を 基 づ き 適 切 な 検 査 を 実 施 で き る 。  

  ウ  紹 介 さ れ た 患 者 に 対 し て は 、 紹 介 状 か ら 予 想 さ れ る 疾 患 を 考 え な が ら 、 さ ら に

詳 細 な 病 歴 聴 取 を 行 い 、 系 統 的 に 診 察 し 、 問 題 点 の 把 握 を 深 め る こ と が で き る 。  

  エ  ウ に 続 い て 必 要 な 検 査 所 見 の 認 識 と さ ら に 診 断 に 有 用 な 検 査 を 実 施 で き る 。  

（ 2） 検 査 の 実 施 と そ の 解 釈 お よ び 他 科 と の 協 力  

  ア  末 梢 血 血 液 像 を 見 て 正 常 と 異 常 を 区 別 で き る 。  

  イ  形 態 的 に 芽 球 を 区 別 で き る 。  

  ウ  末 梢 血 液 検 査 結 果 か ら 緊 急 性 の 有 無 を 判 断 で き る 。  

  エ  末 梢 血 液 検 査 結 果 か ら 貧 血 の 鑑 別 診 断 が で き る 。  

  オ  エ に つ づ き 、 貧 血 の 確 定 診 断 を す る た め の 検 査 を 実 施 で き る 。  

  カ  鉄 欠 乏 性 貧 血 あ る い は 二 次 性 貧 血 の 場 合 、 そ れ が 最 終 診 断 で は な い こ と を 認 識

し 、 さ ら に 進 め る べ き 検 査 を 認 識 し て お り 、 他 科 の 協 力 を 得 な が ら 最 終 診 断 ま で

た ど り つ け る 。  

  キ  白 血 球 増 多 症 に つ い て 反 応 性 か 一 次 性 か の 鑑 別 診 断 を 述 べ る こ と が で き 、 慢 性

骨 髄 性 白 血 病 の 診 断 の た め の 検 査 を 実 施 で き る 。  

  ク  白 血 球 減 尐 症 に つ い て 、 緊 急 に 対 応 が 必 要 か ど う か の 認 識 を 持 っ て い る 。 特 に

顆 粒 球 減 尐 症 の 場 合 、 薬 物 が 原 因 で あ る こ と が 尐 な く な い こ と を 認 識 し て お り 、

ま た 対 応 が と れ る 。  

  ケ  血 小 板 増 多 症 に つ い て 鑑 別 診 断 を 述 べ る こ と が で き る 。  

  コ  血 小 板 減 尐 症 に つ い て 鑑 別 診 断 を 述 べ る こ と が で き る 。  

  サ  末 梢 血 に 芽 球 が 出 現 し て い る 場 合 お よ び 白 赤 芽 球 症 の 鑑 別 診 断 を 述 べ る こ と が

で き る 。  

  シ  出 血 傾 向 が あ る 場 合 、 血 小 板 異 常 と 凝 固 異 常 に よ る も の を 鑑 別 で き る 。  



  ス  DIC（ 播 種 性 血 管 内 凝 固 症 候 群 ） を 診 断 で き る 。  

  セ  DIC の 鑑 別 診 断 を 述 べ る こ と が で き る 。  

  ソ  骨 髄 穿 刺 が で き る 。  

  タ  骨 髄 像 で 典 型 的 な 急 性 白 血 病 を 鑑 別 で き る 。  

（ 3） 治 療 方 針 を 立 て 、 実 施 で き る 。  

  ア  急 性 白 血 病 、 悪 性 リ ン パ 腫 治 療 を 尐 な く と も 1 例 ず つ 経 験 し た 。  

  イ  必 要 に 応 じ て 患 者 お よ び 家 族 に 適 切 に 説 明 を 行 え る 。  

  ウ  処 方 箋 、 指 示 書 が 解 り や す く 正 確 に 作 成 で き る 。  

  エ  治 療 プ ロ ト コ ー ル に 則 っ て 治 療 を 進 め ら れ る 。  

  オ  使 用 す る 抗 癌 剤 の 薬 理 、 副 作 用 、 相 互 作 用 を 確 認 し て か ら 使 用 し て い る 。  

  カ  副 作 用 を 念 頭 に 置 き な が ら 支 持 療 法 を 行 っ て い る 。  

  キ  治 療 評 価 法 に 則 り 治 療 効 果 を 評 価 で き る 。  

  ク  造 血 幹 細 胞 移 植 の 適 応 に つ い て 理 解 し て い る 。  

  ケ  自 己 移 植 と 同 種 移 植 の メ リ ッ ト 、 デ メ リ ッ ト を 理 解 し て い る 。  

  コ  同 種 移 植 の 移 植 関 連 合 併 症 （ TRM） を 理 解 し て い る 。  

  サ  造 血 幹 細 胞 移 植 で 期 待 で き る 治 療 成 績 を 述 べ る こ と が で き る 。  

  シ  受 け 持 ち 患 者 に つ い て 文 献 を 検 索 し 、 適 切 な 文 献 を 見 つ け 、 そ の 患 者 に 適 応 で

き る か ど う か も 検 討 す る こ と が で き る 。  

  ス  臨 床 試 験 に つ い て 理 解 し て い る 。  

（ 4） 医 療 記 録  

  ア  診 療 録 を 適 切 に 記 載 で き る（ POSで の 記 録 、患 者 、家 族 へ の 説 明 の 記 載 、サ イ ン

等 ）  

  イ  患 者 、 家 族 へ の 説 明 、 同 意 に 関 し て 必 要 な 書 類 を 記 載 し 、 診 療 録 に 保 存 し て い

る 。  

  ウ  紹 介 状 お よ び 紹 介 状 へ の 返 事 の 作 成 が で き る 。  

  エ  診 断 書 等 の 作 成 管 理 が で き る 。  

  オ  CPCレ ポ ー ト の 作 成 が で き る 。  

（ 5） 輸 血 に つ い て  

  ア  血 液 型 の 判 定 、 交 差 試 験 が で き る 。  

  イ  不 規 則 抗 体 の 意 味 を 理 解 し て い る 。  

  ウ  タ イ プ ア ン ド ス ク リ ー ン の 意 味 を 理 解 し て い る 。  

  エ  最 大 手 術 血 液 準 備 量 （ MSBOS） に つ い て 理 解 し て い る 。  

  オ  輸 血 の 副 作 用 に つ い て 理 解 し て い る 。  

  カ  輸 血 の 照 射 に つ い て 理 解 し て い る 。  

  キ  輸 血 に つ て 適 正 な 使 用 が で き る 。  

  ク  血 液 型 を 調 べ る 余 裕 の な い と き の 輸 血 血 液 の 選 択 を 理 解 し て い る 。  

  ケ  「 エ ホ バ の 証 人 」 に つ い て 理 解 し て い る 。  

 

Ⅳ  研 修 方 法  

（ 1） B2 病 棟 、 A9 病 棟 、 外 来 、 検 査 科 で 診 察 す る 。  



（ 2）白 血 病 、悪 性 リ ン パ 腫 の 患 者 を 最 低 一 人 ず つ 担 当 し 、主 治 医 と と も に 診 療 に あ た る 。

可 能 で あ れ ば 同 種 移 植 、 自 己 移 植 の 患 者 、 固 形 が ん の 化 学 療 法 を 受 け て い る 患 者 の

診 療 に も あ た る 。  

（ 3） 受 け 持 ち 患 者 に つ い て は 、 診 療 録 の 作 成 、 処 方 箋 、 指 示 書 の 作 成 、 診 断 書 の 作 成 、

CPCレ ポ ー ト 、紹 介 状 、返 信 の 作 成 等 も 主 治 医 の 指 導 の も と に 行 う 。受 け 持 ち 患 者 あ

る い は 家 族 と 主 治 医 と の 面 談 に は 同 席 す る 。  

（ 4） 受 け 持 ち 患 者 に 限 ら ず 随 時 症 例 が あ れ ば 研 修 す る 。  

（ 5） 受 け 持 っ た 症 例 に つ い て は 、 必 ず レ ポ ー ト を 作 成 し 、 主 治 医 の 検 印 を 受 け る 。  

（ 6） 外 来 で は 新 患 の 病 歴 を と り 診 察 し 、 指 導 医 と と も に 診 断 、 治 療 に あ た る 。  

（ 7） 検 査 第 2 科 血 液 検 査 室 で 末 梢 血 、 骨 髄 標 本 の 研 修 を す る 。  

（ 8） 検 査 第 5 科 で 輸 血 の た め の 血 液 型 判 定 、 交 差 試 験 を 実 習 す る 。  

（ 9） 症 例 カ ン フ ァ レ ン ス 、 抄 読 会 に は 必 ず 参 加 す る 。  

 

Ⅴ  週 間 ス ケ ジ ュ ー ル  

  月   病 棟 診 療 、 必 要 時 外 来 診 療        抄 読 会  

  火   病 棟 診 療 、 必 要 時 外 来 診 療        病 棟 カ ン フ ァ レ ン ス  

  水   病 棟 診 療 、 必 要 時 外 来 診 療        必 要 時 骨 髄 採 取 、 末 梢 血 幹 細 胞 採

取  

  木   抄 読 会 、 病 棟 診 療 、 必 要 時 外 来 診 療  

  金   病 棟 診 療 、 必 要 時 外 来 診 療        病 棟 カ ン フ ァ レ ン ス  

 

〔 放 射 線 治 療 科 〕  

Ⅰ  対 象 ： 卒 後 初 期 臨 床 研 修 ・ ロ ー テ イ ト 方 式  研 修 期 間 3～ 4 週 間  

 

Ⅱ  一 般 目 標  

（ 1） 放 射 線 治 療 の 基 本 的 な 適 応 疾 患 （ 根 治 的 、 姑 息 対 症 的 ） を 理 解 す る 。  

（ 2） 臨 床 腫 瘍 学 会 全 般 の 知 識 を 身 に つ け 、 集 学 的 治 療 の 原 則 を 理 解 す る 。  

（ 3） 必 要 に 応 じ て 適 切 な 放 射 線 治 療 の 行 え る 施 設 に コ ン サ ル ト 、 患 者 紹 介 が で き る 。  

（ 4） 癌 患 者 の 有 す る 問 題 を 身 体 的 、 精 神 心 理 的 お よ び 社 会 的 側 面 か ら 全 人 的 に 理 解 し 、

適 切 に 対 処 で き る 能 力 を 身 に つ け る 。  

 

Ⅲ  行 動 目 標  

（ 1） 以 下 の 基 本 的 診 察 法 を 実 施 し 、 放 射 線 治 療 患 者 の 診 療 が で き る 。  

  ア  面 接 技 法（ 診 療 情 報 の 収 集 、患 者・家 族 と の 適 切 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 含 む ）  

  イ  全 身 の 観 察 （ 精 神 状 態 の チ ェ ッ ク 、 PSの 把 握 、 表 在 リ ン パ 節 の 診 察 を 含 む ）  

  ウ  頭 頚 部 の 診 察 （ 鼻 腔 、 口 腔 、 咽 頭 、 喉 頭 の 観 察 、 甲 状 腺 の 触 診 を 含 む ）  

  エ  胸 腹 部 の 診 察 （ 乳 房 の 診 察 、 直 腸 診 を 含 む ）  

  オ  泌 尿 器 、 生 殖 器 の 診 察 （ 内 診 を 含 む ）  

  カ  神 経 学 的 診 察  

（ 2） 根 治 照 射 と 姑 息 対 症 照 射 を 区 別 で き る 。  



（ 3） 悪 性 腫 瘍 の 放 射 線 治 療 の 適 応 を 決 定 し 、 治 療 計 画 を 実 施 で き る 。  

（ 4） 以 下 の 放 射 線 生 物 学 の 知 識 を 理 解 す る 。  

  ア  放 射 線 感 受 性 （ 腫 瘍 と 正 常 組 織 の 感 受 性 ）  

  イ  治 療 可 能 比  

  ウ  放 射 線 治 療 効 果 の 修 飾 （ 細 胞 周 期 、 酸 素 効 果 、 温 熱 効 果 、 薬 剤 併 用 を 含 む ）  

  エ  線 量 分 割 法 （ 多 分 割 照 射 の 理 論 的 根 拠 、 4R（ 放 射 線 障 害 よ り の 回 復 ） を 含 む ）  

（ 5） 以 下 の 放 射 線 物 理 学 の 知 識 を 理 解 す る 。  

  ア  放 射 線 の 線 量 単 位  

  イ  線 量 分 布 図 の 作 成  

  ウ  照 射 野 の 照 合  

（ 6） 全 人 的 理 解 に 基 づ い て 、 以 下 の 末 期 医 療 を 実 施 で き る 。  

  ア  告 知 を め ぐ る 諸 問 題 へ の 配 慮  

  イ  身 体 症 状 の コ ン ト ロ ー ル （ が ん 疼 痛 に 対 す る 薬 物 治 療 を 含 む ）  

  ウ  心 理 社 会 的 側 面 へ の 配 慮  

 

Ⅳ  研 修 方 法  

（ 1） 指 導 医 の も と に 入 院 患 者 を 対 象 と し て 研 修 す る 。  

（ 2） 指 導 医 の も と に 外 来 診 療 （ 主 に 放 射 線 治 療 計 画 ） に つ き 研 修 す る 。  

（ 3） 各 種 の カ ン フ ァ レ ン ス に 参 加 す る 。  

 

Ⅴ  週 間 ス ケ ジ ュ ー ル  

  月   外 来 診 療 ・ 病 棟 診 療 ・ 放 射 線 治 療 患 者 カ ン フ ァ レ ン ス  

  火   RALS（ 腔 内 照 射 ） 稼 働 ・ 病 棟 診 療 ・ 病 棟 患 者 検 討 会  

  水   外 来 診 療 ・ 病 棟 診 療  

  木   外 来 診 療 ・ 病 棟 診 療 ・ 放 射 線 治 療 カ ン フ ァ レ ン ス  

  金   外 来 診 療 ・ 病 棟 診 療 ・ 呼 吸 器 治 療 カ ン フ ァ レ ン ス  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
〔 県 立 循 環 器 呼 吸 器 病 セ ン タ ー 〕  

 

〔 呼 吸 器 科 〕  

Ⅰ  呼 吸 器 科 ・ 呼 吸 器 外 科 の 研 修 目 標  

  研 修 を 通 じ て 呼 吸 器 科 ・ 呼 吸 器 外 科 臨 床 の 常 識 を 身 に つ け る 。  

  肺 癌 の 診 断 、 staging 、 手 術 適 応 、 制 癌 化 療 、 放 射 線 治 療 に つ い て 理 解 を 深 め る 。  

  気 管 支 喘 息 の 慢 性 管 理 ― 自 己 管 理 ― の 指 導 法 に 習 熟 す る 。  

  結 核 を 含 む 呼 吸 器 感 染 症 に 対 す る 基 本 的 考 え 方 を マ ス タ ー す る 。  

  呼 吸 器 疾 患 の 検 査 に 習 熟 す る（ 気 管 支 鏡 検 査 の 基 本 、呼 吸 機 能 検 査 、ア ス ト グ ラ フ ）。  

  呼 吸 器 外 科 の 手 術 を 見 学 し 、 呼 吸 器 外 科 に つ い て 理 解 を 深 め る 。  

   

Ⅱ  行 動 目 標  

（ 1） 診 断 に 必 要 な 情 報 を 聴 取 し 、 収 集 し て 記 録 で き る 。  

（ 2） 診 断 の た め の 画 像 の 読 影 が で き る 。  

   胸 部 単 純 X- P、 CTscanを 中 心 に 。 骨 シ ン チ 、 MRIな ど  

（ 3） 上 記 情 報 を 総 合 し て 肺 癌 の staging が で き る 。 肺 癌 の 手 術 適 応 症 例 を 選 択 で き る 。

術 前 患 者 の リ ス ク 評 価 が で き る 。 手 術 術 式 が 理 解 で き る （ 開 胸 に よ る 肺 切 除 、 胸 腔

鏡 に よ る 肺 切 除 ）。  

（ 4） 診 断 の た め の 気 管 支 鏡 検 査 が で き る 。  

（ 5）診 断 の た め の 呼 吸 機 能 検 査 が で き る（ ス パ イ ロ 、ア ス ト グ ラ フ 、ポ リ ソ ム ノ グ ラ フ

ィ 等 ）。  

（ 6）手 術 治 療 が 選 択 さ れ る 代 表 的 疾 患 の 肺 癌 、気 胸 な ど を 中 心 に 疾 患 の 病 態 を 理 解 し て

も ら い 、 術 前 検 査 ・ 手 術 治 療 ・ 術 後 管 理 を 経 験 し て も ら う 。  

 

Ⅲ  研 修 方 法  

（ 1）各 種 カ ン フ ァ レ ン ス へ の 参 加・プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を 通 じ て 呼 吸 器 科 臨 床 の 常 識 を

身 に つ け る 。 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 能 力 を 養 う 。  

（ 2） 肺 癌 ・ 間 質 性 肺 炎 ・ 肺 結 核 症 等 の 入 院 患 者 （ 8 床 ） の 主 治 医 と な り 、 指 導 医 の も と

で 研 修 を 行 う 。  

（ 3） 休 日 も 含 め て 当 直 を 指 導 医 の 指 導 の も と に 行 う 。  

（ 4）気 管 支 鏡 検 査（ 月・火・金 ）を 見 学 し て 、ま ず 気 管 分 岐 の 解 剖 を 憶 え る 。指 導 医 の

も と で 自 分 で や っ て み る 。  

（ 5） 呼 吸 機 能 検 査 、 ア ス ト グ ラ フ を 見 学 す る 。 自 分 で や っ て み る 。  

（ 6）外 科 病 棟 に お い て 選 択 さ れ た 肺 癌・気 胸 な ど の 患 者 を 対 象 に 研 修 を 行 う 。術 前・術

後 の 検 査 ・ 管 理 は 指 導 医 と と も に 参 加 。  

（ 7） 手 術 患 者 ・ 家 族 に 対 す る 主 治 医 の 面 談 に 立 ち 会 う 。  

（ 8） 定 時 手 術 に 助 手 と し て 参 加 。  

 



Ⅳ  週 間 ス ケ ジ ュ ー ル  

  呼 吸 器 科  

     7： 30～ 8： 00   8： 00～ 8： 40   13： 30～ 16:00   17:00～ 18:00 

  月            病 棟 会 議      気 管 支 鏡 検 査     死 亡 症 例 検 討

会 他  

  火            病 棟 会 議      気 管 支 鏡 検 査     外 科・放 科 合 同

会 議  

  水   抄 読 会       病 棟 会 議      ア ス ト グ ラ フ  

  木            病 棟 会 議  

  金            病 棟 会 議      気 管 支 鏡 検 査  

  上 記 の 時 間 帯 以 外 の 時 間 は 、 主 治 医 と し て （ 指 導 医 の も と で ） 病 棟 の 患 者 の 診 療 に

あ て る 。  

 

Ⅴ  概 要  

  呼 吸 器 科 一 般 外 来 患 者 の 約 半 数 は 気 管 支 喘 息 患 者 で あ り 、 そ の 他 COPD、 慢 性 呼 吸 不

全 、肺 炎 や 慢 性 気 道 感 染 症 な ど の 呼 吸 器 感 染 症 、間 質 性 肺 炎 、睡 眠 時 無 呼 吸 症 候 群 な ど

で す 。一 般 呼 吸 器 科 病 床 の 常 時 8 割 近 く は 進 行 肺 癌 患 者 で 占 め ら れ て お り 、大 半 は 抗 癌

剤 投 与 を 受 け て い ま す 。呼 吸 器 科 と し て は 神 奈 川 県 最 大 の 患 者 数 を 集 め て お り 、今 後 の

目 標 と し て は そ れ ぞ れ の 疾 患 に 最 高 レ ベ ル の 医 療 を 提 供 す る こ と を 目 指 し て い ま す 。肺

癌 手 術 件 数 は 神 奈 川 県 で 第 2 位 で す が 、他 の 施 設 で は で き な い 合 併 症 例 や 結 核・膿 胸 な

ど の 手 術 も や っ て い ま す 。  

  呼 吸 器 科   外 来   一 般 ・ 結 核 合 わ せ て 約 4,500 人 の 患 者 が 通 院 。  

        入 院   一 般 呼 吸 器 病 床  85 床   結 核 病 床  60 床   ほ ぼ 満 床 の 現

状 。  

  呼 吸 器 外 科  入 院   20 床  

        平 成 14 年 度 手 術 件 数  180 件 （ 肺 癌 74 例 ）  

  ス タ ッ フ   呼 吸 器 科   常 勤 医 9 名 、 レ ジ デ ン ト 2 名 の 計 11 名  

        呼 吸 器 外 科  常 勤 医 3 名  

  認 定 施 設   日 本 呼 吸 器 病 学 会 認 定 施 設 、 日 本 気 管 支 学 会 認 定 施 設 、 日 本 環 境 感 染

学 会 認 定 教 育 施 設 、 日 本 外 科 学 会 認 定 研 修 施 設 、 日 本 呼 吸 器 外 科 学 会

専 門 医 認 定 医 制 度 専 門 施 設 、 日 本 胸 部 外 科 学 会 専 門 医 認 定 医 制 度 専 門

施 設 、 日 本 病 理 学 会 登 録 施 設 、 日 本 放 射 線 科 専 門 医 修 練 機 関  

 

〔 循 環 器 科 （ 心 臓 血 管 外 科 を 含 む ）〕  

 

Ⅰ  研 修 目 標  

  主 要 な 循 環 器 疾 患 に 対 応 で き る 基 礎 知 識 を 養 う と と も に 、 循 環 器 の 専 門 的 な 検 査 、

重 症 患 者 の 治 療 、 心 臓 手 術 の 理 解 を 目 標 と す る 。  

 

Ⅱ  行 動 目 標  



（ 1） 循 環 器 の 病 歴 が 聴 取 で き 、 身 体 所 見 が と れ る 。  

（ 2） レ ン ト ゲ ン 、 心 電 図 を 理 解 し て 、 検 査 と 治 療 計 画 が 作 れ る 。  

（ 3） 病 歴 が 的 確 に 記 載 で き 、 診 断 書 が 書 け る 。  

（ 4） 各 種 の カ ン フ ァ レ ン ス に 参 加 し 、 積 極 的 に 発 表 で き る 。  

（ 5） 心 エ コ ー 、 負 荷 心 電 図 、 ホ ル タ ー 心 電 図 、 核 医 学 検 査 を 実 施 し て 、 解 釈 が で き る 。 

（ 6）循 環 器 の 救 急 患 者 に 対 し て 、急 性 冠 症 候 群 、肺 血 栓 塞 栓 症 、大 動 脈 解 離 の 鑑 別 と 初

期 治 療 が 実 行 で き る 。  

（ 7） CT、 MRI、 核 医 学 検 査 が 的 確 に オ ー ダ ー で き 、 解 釈 が で き る 。  

（ 8） 来 院 時 に 心 肺 停 止 や シ ョ ッ ク の 患 者 の 救 命 処 置 が で き る 。  

（ 9）急 性 冠 症 候 群 の 初 期 治 療 と と も に 、心 臓 カ テ ー テ ル 検 査 、冠 動 脈 拡 張 術 の 基 本 的 な

理 解 と 補 助 的 な 役 割 が で き る 。  

（ 10） 肺 血 栓 塞 栓 症 を 疑 い 、 治 療 が で き る 。  

（ 11） 大 動 脈 解 離 を 診 断 し て 、 手 術 適 応 の 判 断 が で き る 。  

（ 12） 急 性 心 不 全 の 初 期 治 療 が で き 、 慢 性 心 不 全 の 長 期 生 命 予 後 を 理 解 し た 治 療 計 画 が

作 成 で き る 。  

（ 13） 高 血 圧 症 、 糖 尿 病 、 高 脂 血 症 、 喫 煙 の 指 導 と 治 療 が で き る 。  

（ 14） 不 整 脈 の 診 断 が で き 、 治 療 の 適 応 を 理 解 し 、 抗 不 整 脈 薬 の 作 用 を 理 解 で き る 。  

（ 15） 徐 脈 性 不 整 脈 の 診 断 と 永 久 ペ ー ス メ ー カ ー の 適 応 が 理 解 で き 、 ペ ー ス メ ー カ ー 植

え 込 み 手 術 の 助 手 が で き る 。  

（ 16） 緊 急 時 お よ び 待 機 的 に 電 気 的 徐 細 動 が 的 確 に で き る 。  

（ 17） 植 え 込 み 型 徐 細 動 装 置 の 適 応 を 理 解 す る 。  

（ 18） 心 臓 カ テ ー テ ル 検 査 の 補 助 が で き 、 デ ー タ の 整 理 と 理 解 が で き る 。  

（ 19） 急 性 心 筋 梗 塞 と 不 安 定 狭 心 症 の 初 期 治 療 に 参 加 で き る 。  

（ 20） ICU の シ ス テ ム を 理 解 し 、 指 示 が で き る 。  

（ 21） 主 な 心 疾 患 の 手 術 適 応 を 理 解 し 、 手 術 の 補 助 が で き る 。  

（ 22） 心 疾 患 の 手 術 の 術 後 管 理 が 理 解 で き る 。  

（ 23） 死 亡 の 診 断 が で き 、 病 理 解 剖 と CPCが 担 当 で き る 。  

（ 24） 文 献 を 検 索 し 、 英 語 の 文 献 が 理 解 で き る 。  

（ 25） 和 文 の 症 例 報 告 と 投 稿 が で き る 。  

（ 26） ス タ ッ フ と 協 調 し 、 パ ラ メ デ ィ カ ル を 指 導 で き る 。  

（ 27） 心 臓 外 科 （ 虚 血 性 心 疾 患 、 弁 膜 症 、 成 人 先 天 性 心 疾 患 、 心 膜 炎 な ど ） の 基 本 的 な

理 解 と 手 術 時 の 手 伝 い お よ び 手 術 見 学  

（ 28） 血 管 外 科 （ 大 動 脈 疾 患 、 末 梢 血 管 、 静 脈 疾 患 ） の 基 本 的 な 理 解 と 手 術 時 の 手 伝 い

お よ び 手 術 見 学 。  

 

Ⅳ  研 修 方 法  

（ 1） 循 環 器 内 科 と 心 臓 血 管 外 科 で 研 修 を 行 う 。  

（ 2）入 院 を 中 心 に 基 本 的 な 病 棟 処 置 、各 種 の 検 査 、カ ン フ ァ レ ン ス（ 週 5 回 ）に 参 加 す

る 。  

 



 
〔 神 奈 川 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病 院 〕  

 

Ⅰ  対 象  

  卒 後 初 期 臨 床 2 年 次 研 修 医 2 名   研 修 期 間 4 か 月  

 

Ⅱ  研 修 目 標  

（ 1） リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 考 え 方 、 基 礎 的 知 識 を 習 得 す る 。  

（ 2） リ ハ 関 連 職 種 の 役 割 と チ ー ム 医 療 の 実 践 方 法 を 理 解 す る 。  

（ 3） 障 害 者 医 療 と 福 祉 と の 連 携 、 地 域 リ ハ の 実 際 を 理 解 す る 。  

  

Ⅲ  行 動 目 標  

（ 1） 機 能 障 害 、 能 力 低 下 、 社 会 的 不 利 の 評 価 が で き る 。  

（ 2） 代 表 的 な 障 害 の リ ハ の 概 要 を 習 得 す る 。  

（ 3） 主 な 補 装 具 、 福 祉 機 器 の 適 応 と 使 用 法 を 理 解 す る 。  

（ 4） リ ハ チ ー ム に お け る 医 師 の 役 割 を 理 解 す る 。  

（ 5） 理 学 療 法 士 、 作 業 療 法 士 な ど の 関 連 職 種 の 業 務 内 容 を 理 解 す る 。  

（ 6） 福 祉 制 度 、 地 域 の 社 会 資 源 の 利 用 方 法 を 理 解 す る 。  

 

Ⅳ  研 修 方 法  

（ 1） リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 基 礎 的 知 識 を 習 得 す る 。  

   教 材 、 講 義  

（ 2） リ ハ 関 連 職 種 の 実 際 の 業 務 内 容 を 理 解 す る 。  

   リ ハ 部 各 科 （ 理 学 療 法 科 、 作 業 療 法 科 、 言 語 科 、 相 談 科 ） の 見 学 、 実 習  

（ 3） 指 導 医 の も と に 入 院 患 者 、 外 来 患 者 （ 入 所 者 ） の 診 療 を 行 う 。  

   脊 髄 障 害 、 神 経 疾 患 、 脳 障 害 、 小 児 疾 患 、 骨 関 節 障 害  

（ 4） 指 導 医 と と も に リ ハ 計 画 を 立 案 す る 。  

（ 5） 回 診 、 評 価 会 議 、 装 具 ク リ ニ ッ ク 、 家 庭 訪 問 に 参 加 す る 。  

（ 6） リ ハ に 関 係 す る 意 見 書 、 診 断 書 類 の 書 き 方 を 習 得 す る 。  

 

Ⅴ  週 間 ス ケ ジ ュ ー ル  

  初 期 4 週 間   リ ハ の 基 礎 的 知 識 の 習 得 、 リ ハ 部 各 科 の 見 学 実 習  

  後 期      各 障 害 、 疾 患 ご と に 診 療 に 参 加  

        午 前       午 後  

  月   病 棟         病 棟 ・ 地 域 連 携  

  火   外 来         病 棟 ・ 回 診  

  水   施 設 実 習       評 価 会 議  

  木   リ ハ 訓 練 室      リ ハ 訓 練 室 ・ 講 義  

  金   外 来         装 具 ク リ ニ ッ ク  


